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四季の郷駅開業記念イベント②

第31回白鷹鮎まつり④

このまちで、
子育てをしよう！買い物をしよう！⑥
地区町政座談会を開催します⑨
下水道普及促進月間⑫
白鷹町誕生53周年記念

地区対抗駅伝競走大会⑭
第15回東北学生駅伝対校選手権大会⑮
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「がってしないヒマワリ」　－　子どもたちもヒマワリのようにたくましく
　ひがしね保育園前の歩道にヒマワリが咲きました。それも硬いコンクリートブロックの間から。昨年栽培していたヒマワ
リの種がこぼれて育ったとみられています。同保育園では、平成14年から「がってしないひがしねっ子」を目標として、意
欲的になんでも始めてみることを大切にして、子どもたちが田んぼの耕作などに取り組んでいます。この夏の暑さを乗り越
えて成長した「がってしないヒマワリ」のように、園児たちも強く大きくなることでしょう。



13
日
�
土
�

① 米沢→荒砥 米沢発 9:25 - 今泉発 10:22 - 長井着 10:35 / 長井発 10:45

蚕桑発 10:58 - 四季の郷発 11:09 - 荒砥着 11:14

② 荒砥→長井 荒砥発 12:25 - 四季の郷発 12:31 - 蚕桑発 12:41 - 長井着 12:54

③ 長井→荒砥 長井発 14:53 - 蚕桑発 15:07 - 四季の郷発 15:17 - 荒砥着 15:23

14
日
�
日
�

① 荒砥→長井 荒砥発 9:59 - 四季の郷発 10:04 - 蚕桑発 10:11 - 長井着 10:22

② 長井→荒砥 長井発 10:45 - 蚕桑発 10:58 - 四季の郷発 11:09 - 荒砥着 11:14

③ 荒砥→米沢 荒砥発 12:25 - 四季の郷発 12:31 - 蚕桑発 12:41

長井着 12:54 / 長井発 13:01 - 今泉発 13:23 - 米沢着 14:08
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四季の郷駅開業記念イベント

　10月13日（土）開催
トロッコ列車「四

し き

季の郷
さとごう

号」が
白鷹にやって来る！

  9：50 ～ 10：30
　四季の郷駅記念式典　
10：30 ～ 11：30
　鮎貝八幡宮獅子舞奉納
11：30 ～ 12：30
　餅つき　ふるまい餅

　待ちに待った新駅「四季の郷駅」が10月13日にオープンします。新駅開業
を記念して、ＪＲ・山形鉄道株式会社の協力による臨時トロッコ列車「四季
の郷号」が２日間にわたって走ります。
　当日の記念式典では、地元鮎貝八幡宮の獅子舞が奉納され、餅つきやふる
まい餅が行われます。
　駅前では、商工会を中心とした「ろうそく市場」が開かれ、売店や日用品、
産直野菜の販売などを予定しています。さらには、鮎貝地区や企業団体のか
たの協力による「きゃんどる deないと！」も行います。さまざまなイベント
を行いますので、ぜひお越しください。

《記念イベント時刻表》

  9:00　駅前ろうそく市場開店

  9:50　四季の郷駅開業式典
 10:30　鮎貝八幡宮獅子舞奉納
 11:00
 11:30　餅つき
 11:50　ふるまい餅（第１陣）
 12:00　　　　　　（第２陣）
 12:30　子獅子舞（鮎貝・萩野）
 13:00
 13:30　きゃんどるあ～と受付
 14:30　　　　　　　　　制作開始
 15:00　　　　　　　　　受付終了
 16:00
 17:00
 17:30　車両通行止
 18:00　鮎貝きゃんどるーど点火
　　　　きゃんどるあ～と点火
　　　　市場ろうそく点火
 18:45　鮎貝きゃんどるdeないと！開演
　　　　オープニング
 19:00　おやじたちのミニライブ

 20:00
 20:20　ライブ終了
　　　　きゃんどるあ～とコンテスト
　　　　　　　　　　審査発表・表彰
 20:40　閉会
　　　　ろうそく市場閉店
 21:00

トロッコ列車「四季の郷号」乗車券販売

トロッコ列車時刻表

ろうそく市場

さわやかな秋風を感じよう

駅前にこの日だけの市場が出現！食べ物・飲み物・特産

品など、たくさんの売店が大集合です。イベントもいっ

ぱい。ぜひご参加ください。

〔伝統文化の継承〕

☆子獅子舞の出演
　地元の子どもたちががんばります。大
人顔負けの迫力、そしてとってもかわい
い獅子舞をご覧ください。
《出演団体》
　鮎貝七五三獅子舞子獅子連
　萩野子獅子連

☆町内各種団体の出演

〔体験コーナー〕

☆木工体験コーナー
　巣箱製作・ちりとり製作・丸太ぎり等

☆加茂川酒造酒蔵見学ツアー（有料）
　○日時　10月13日（土）午前11時予定
　○会場　四季の郷駅前集合
　○内容　酒蔵の見学、試飲
　＊記念ラベル地酒１本・地そば付き
（申込・問／白鷹町商工会☎85－0055）

13日14日
       （土）     （日）

運 

行

「四季の郷号」は前売乗車券が必要で
す（定員64人）。
●金額　大人1000円、小学生以下500円
　＊長井－荒砥間のトロッコ片道分と
　　フラワー長井線片道分の乗車券が
　　付いた往復料金です。　
　＊小学校低学年以下のお子さんは保
　　護者同伴でご乗車ください。
●販売場所　荒砥駅

●販売期間　
　（１次販売）９月14日（金）～28日（金）
　（２次販売）10月１日（月）～12日（金）
　＊時間は午前９時から午後６時まで

（土日除く）
　＊販売は売りきれ次第終了です。
　＊今泉－米沢間はオプション区間と
　　なり、別途料金がかかります（片
　　道1000円）。



調整池

至荒砥

工業用地

(仮称)白鷹町文化交流センター
建設用地

●きらやか銀行鮎貝支店

至長井

都市計画
道路（荒

砥鮎貝線
）

至箕和田

白
鷹
自
動
車
学
校

フラワー長井線 四季の郷駅

県
道
黒
鴨
鮎
貝
線

駐車スペース

車
両
通
行
止

〈
夜
間
〉

駐車スペース
一方通行

（ソフト小村）

JA
●

駐車
スペース

通行止  9:00～21:00

通行止17:00～21:00

迂回路

車
両
通
行
止

〈
夜
間
〉

鮎貝きゃんどるーど〈夜〉
総延長2.5km

きゃんどるあ～と〈夜〉
きゃんどるあ～とコンテスト

駅前ろうそく市場

四季の郷駅開業式典〈午前〉

きゃんどるdeないと!〈夜〉
おやじたちのミニらいぶ

　　 広報しらたか　2007.9.12●3

きゃんどる
deないと！

「きゃんどるあ～とコンテスト」
出場者募集！

　思い思いの形・文字をろうそくの光を使って表現し

てください。企業、個人は問いませんので、ご家族、

ご友人などお誘い合わせのうえ、ご参加ください。優

秀賞には賞品も準備しています。

●制作時間　10月13日（土）午後１時～４時30分

●制作方法は町ホームページに掲載します。

●点火時間　午後６時

＊後片づけも各自で行っていただきます。

■申込・問い合わせ　実行委員会／橋本（☎85－2837）

　　　　　　　　　　まちづくり推進課（☎85－6110）

★ボランティアを募集します★
　夜に行うキャンドルロードのボラン
ティアを募集します。ご協力いただけ
るかたは当日お集まりください。
●集合場所　四季の郷駅前
●集合時間　午後５時30分
●時間　午後６時～９時
●服装　軽装
■問い合わせ
　実行委員会／橋本（☎85－2837）
　まちづくり推進課（☎85－6110）

フラワー長井線

キャンドルチケットを販売します

　フラワー長井線で、四季の郷イベント会場に行くこ

とのできる特別切符「キャンドルチケット」を販売し

ます。完全前売制ですので、期間内にお求めください。

●利用列車（荒砥�四季の郷または蚕桑�四季の郷）

　上り　荒砥発　18:30　四季の郷着　18:33

　　　　荒砥発　19:44　四季の郷着　19:47

　下り　蚕桑発　18:16　四季の郷発　18:22

　　　　蚕桑発　19:29　四季の郷発　19:35

　　　　蚕桑発　20:36　四季の郷発　20:42

　　　　蚕桑発　21:35　四季の郷発　21:41の計６本

●利用対象　白鷹町民

●金額　往復２００円

●販売場所　荒砥駅

●販売期間　９月14日（金）～ 10月12日（金）

＊時間は午前９時から午後６時まで（土日除く）

■問い合わせ　山形鉄道株式会社（☎88－2002）

※交通規制のご協力とお願い
　10月13日（土）に下記のとおり交通規制を行い
ますので、大変ご不便をお掛けしますが、ご協力
をお願いいたします。

《主なイベント》
☆鮎貝きゃんどるーど

☆きゃんどるあ～とコンテスト

☆おやじたちのミニらいぶ

　出演予定者
　・白鷹ベンチャーズ
　・Lapo ' s（ラポーズ）

マイレールで会場に行こう！
13日（土）夜６時～

※フラワー長井線の四季の郷駅の新ダイヤについては、お問い合
わせください。■問い合わせ　山形鉄道株式会社（☎88－2002）



●4



　　 広報しらたか　2007.9.12●5



●6

このまちで、
子育てをしよう！買い物をしよう！

～商店も、企業も、子育て家庭を応援します～

は
じ
ま
り
ま
す

「
や
ま
が
た
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」

　

山
形
の
夢
と
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
。
そ
の
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
見
守
り
、
子
育
て
家
庭
を
応
援
す
る
県
の

「
や
ま
が
た
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」
が
10
月
か

ら
３
カ
年
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
県
内
の
商
店
、

企
業
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
地
域

で
子
育
て
を
支
援
す
る
社
会
機
運

を
つ
く
り
出
し
、
小
さ
な
お
子
さ

ん
の
い
る
家
庭
の
皆
さ
ん
が
安
心

感
を
持
っ
て
子
育
て
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
の
内
容
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
事
業
内
容

　

こ
の
事
業
に
協
賛
す
る
商
店
、

企
業
で
買
い
物
な
ど
を
す
る
際
に
、

対
象
世
帯
に
配
布
す
る
パ
ス
ポ
ー

ト
カ
ー
ド
（
１
世
帯
１
枚
）
を
提

示
す
る
と
、
購
入
額
の
割
引
や
ポ

イ
ン
ト
加
算
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
対
象
世
帯　

妊
婦
の
か
た
や
未

就
学
児
の
い
る
家
庭

◆
配
布
方
法

○
保
育
園
に
入
所
し
て
い
る
子
ど

　

も
が
い
る
家
庭
に
は
、
園
を
通

　

じ
て
配
布
し
ま
す
。

○
妊
婦
の
か
た
に
は
、
母
子
手
帳

　

交
付
時
に
配
布
し
ま
す
。

○
そ
れ
以
外
の
か
た
に
は
、
郵
送

　

し
ま
す
。

◆
配
布
時
期　

９
月
下
旬

◆
協
賛
店
・
サ
ー
ビ
ス
内
容

　

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
（h

ttp
://w

w
w
.p
ref.

yam
agata.jp/health/nurturing/

6
0
5
0
0
1
3
kosodateou

en
-

passport.htm
l

）。

子育て家庭

妊婦のかたや未就
学児のいる家庭

協賛店・企業

多彩なアイデアで
サービスを提供

市町村

パスポート
カード交付

県

協賛店・企業の募集・登録、
サービス内容のＰＲ等

カ
�
ド
交
付

協
賛
申
込

ス
テ
�
カ
�

交
付

連携

カード提示

サービス提供

協賛店等ＰＲ
専用携帯サイト他

提供する
サービス内容

〈例〉
・商品購入額の割引
・ポイント加算
・子どもへの景品
 プレゼント
・保育室提供
 （授乳、おむつ交換）
・商品宅配サービス

やまがた子育て応援パスポート事業のしくみ

山形県・白鷹町

やまがた子育て応援パスポート

有効期限�平成��年３月３１日

  や

ま
がた子育て応援パスポー

ト

当店のサービス内容

協  賛  店

１ポイントサービス

協
同
組
合
ゆ
ー
し
ー
る
加
盟
店

を
紹
介
し
ま
す

【
荒
砥
地
区
】
�
�
�
�
�
�
手

芸
�
店
�
�
�
�
�
�
�
�
菓
子

舗
�
本
店
�
�
�
�
�
店
�
�
美

容
室
�
�
�
�
�
�
小
角
薬
局
�

橋
本
産
業
白
鷹
出
張
所
�
金
田
花

店
�
�
�
�
�
薬
局
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
佐
藤
燃
料
店
�

菅
原
写
真
館
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
和
菓
子
�

�
�
�
�
芳
賀
薬
局
�
�
�
�
美

容
室
�
�
�
�
�
�
�
�
�
堂
�

保
科
酒
店
�
松
川
屋
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
丸
川
肉
店
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
大
三
燃
料
店

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
家
具
店
�
�
�
上
山
口
商

＊
協
賛
店
の
店
頭
に
は
、
左
の
よ

　

う
な
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
っ
て
あ

　

り
ま
す
。

■
パ
ス
ポ
ー
ト
の
配
布
に
つ
い
て
、

ご
不
明
な
点
は
、
健
康
福
祉
課

子
育
て
支
援
係
（
☎
86

－

０
２
１

２
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



町内の商店数及び販売額の推移

商店数 販売額（万円）

平成 3 年 280 1,196,286
6 261 1,314,026
9 251 1,394,631
11 242 1,378,479
14 236 1,306,990
16 224 1,185,598

資料 ： 商業統計調査
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町
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
応
援
�
�
�

●
変
わ
る
買
い
物
の
形

　

近
年
の
町
内
に
お
け
る
買
い
物

動
向
は
、
町
外
・
県
外
の
大
型
店

で
の
買
い
物
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、
多
様
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
町
内
の
商
店
も

そ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
、
販

売
促
進
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
景
気
の
低
迷
も
加

わ
り
、
町
内
消
費
の
落
ち
込
み
と

い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
商

業
統
計
調
査
（
左
表
）
か
ら
も
、

商
店
数
・
販
売
額
と
も
に
減
少
の

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

●
地
域
に
密
着
し
た
商
店

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
町

で
は
今
年
度
、
地
域
に
根
ざ
し
た

地
元
商
店
で
組
織
し
、
町
内
全
域

を
カ
バ
ー
す
る
「
協
同
組
合
ゆ
ー

し
ー
る
」
を
応
援
し
ま
す
。
こ
の

組
合
は
、
平
成
元
年
に
設
立
さ
れ
、

ゆ
ー
か
ー
ど
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
サ

ー
ビ
ス
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

身
近
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「
遊
」
の
字
が
入
っ
た
黄
緑
色
の

カ
ー
ド
、
皆
さ
ん
の
お
財
布
に
も

入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

●
地
域
の
活
性
化
へ

　

「
協
同
組
合
ゆ
ー
し
ー
る
」
で

は
「
白
鷹
町
商
業
活
性
化
促
進
事

業
」
の
支
援
を
受
け
、
加
盟
店
の

売
上
げ
の
増
強
に
よ
る
商
業
活
性

化
、
さ
ら
に
は
社
会
貢
献
事
業
と

し
て
、
子
育
て
支
援
や
環
境
対
策

へ
の
取
り
組
み
も
行
い
ま
す
（
下

記
参
照
）。

　

こ
の
事
業
を
通
し
て
、
皆
さ
ん

に
親
し
ま
れ
て
い
る
商
店
が
よ
り

い
き
い
き
と
す
る
こ
と
で
、
子
育

て
世
代
の
か
た
が
気
軽
に
買
い
物

で
き
る
環
境
づ
く
り
、
商
店
の
売

上
げ
ア
ッ
プ
な
ど
の
商
業
活
性
化
、

そ
し
て
地
域
振
興
へ
と
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ゆ
ー
し
ー
る
加
盟
店
で
の
商
業
活
性
化
促
進
事
業

【
子
育
て
支
援
事
業
】

　

県
の
「
や
ま
が
た
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」（
前
ペ
ー
ジ

参
照
）
と
連
携
を
し
て
、
買
い
物
時
に
パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
を
提

示
い
た
だ
い
た
か
た
に
「
ゆ
ー
し
ー
る
１
ポ
イ
ン
ト
以
上
」
を
進

呈
し
ま
す
。

【
環
境
対
策
事
業
】

　

環
境
に
や
さ
し
い
商
店
づ
く
り

と
し
て
、
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
を
推

進
し
、
買
い
物
時
に
マ
イ
バ
ッ
グ

を
持
参
い
た
だ
い
た
か
た
に
「
ゆ

ー
し
ー
る
１
ポ
イ
ン
ト
以
上
」
を

進
呈
し
ま
す
。

【
ゆ
ー
か
ー
ど
利
用
拡
大
事
業
】

　

ゆ
ー
か
ー
ど
の
利
用
範
囲
拡
大

の
た
め
の
調
査
研
究
や
ゆ
ー
か
ー

ど
端
末
機
の
更
新
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

●協同組合ゆーしーる

　ポイントサービスを行い町内消

費拡大事業を展開している加盟店

68店を数える組織です。お客さま

のニーズに応えるべく加盟店の増

強も行っています。

　次に、これまでの主な事業内容

を紹介します。

【平成18年】

　11月　はてな倍セール

　12月　クリスマスビッグセール

【平成19年】

　１月　はてな倍セール

　２月　超プレミアムセール

　３月　はてな倍セール

　４月　お母さん、お父さん

　　　　ありがとうセール

　５月　日帰り旅行ご招待

　６月　はてな倍セール

　７月　焼肉・生ビールご招待

　８月　超プレミアムセール

　９月　はてな倍セール

　※毎月１日と15日はポイント２

　　倍セール

店
�
中
村
屋
�
須
貝
�
�
�
�
美

容
室
友
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
美
寿
�
�
広
川
商
店
�
芳
賀

輪
店
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
佐
藤
宝
�
�
�
�
店
�
�
�

�
菓
子
舗
�
本
店
�
�
�
�
店
�

�
花
専
科
�
�
�
�
�
�
十
王
調

剤
薬
局
【
鷹
山
地
区
】
�
佐
藤

酒
店
�
�
�
�
高
田
商
店
�
�
�

�
商
店
�
�
�
長
高
田
商
店
�
�

�
�
�
商
店
【
鮎
貝
地
区
】
�
青

木
薬
店
�
青
木
酒
店
�
加
藤
精
肉

店
�
�
�
�
�
�
小
口
商
店
�
渋

谷
酒
店
�
�
�
�
�
商
店
�
�
�

�
魚
店
�
柏
屋
商
店
�
�
�
�
�

原
田
�
�
�
店
�
迎
田
商
店
�
�

�
�
鈴
木
商
店
【
東
根
地
区
】
�

岡
田
商
店
�
菅
原
商
店
�
総
合
衣

料
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
松
本
商
店
�
吉
田
屋
【
蚕
桑
地

区
】
�
�
�
�
�
�
�
�
商
店
�

菅
酒
店
�
田
中
屋
商
店
�
信
夫
屋

商
店
�
丸
川
燃
料
店お問い合わせは

協同組合ゆーしーる　
（白鷹町商工会内・　
☎85－0055）まで
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宝くじ・コミュニティ助成事業

　宝くじ・コミュニティ助成事業は、宝くじの収益金を財源とし、地域や集
落などの団体が自らのコミュニティ（地域社会）活動に必要な施設や設備を
整備する事業に対して、助成するものです。
　地域や集落などで「こんな事業を行いたいけれど…」という計画をお持ち
の団体のかたは、まちづくり推進課（自主防災組織育成事業は総務政策課）
までお越しください。まずはご相談からでも結構です。
　平成20年度（またはそれ以降）に助成を希望される団体は、９月28日（金）
までにお申し込みください。
　これまで実施されてきた事業は下表のとおりです。

◆希望団体の計画する事業内
容に基づき、町が財団法人自
治総合センターに申請し、財
団の事業採択により実施して
います。
◆内容の審査及び精査、応募
多数の場合の最終的な申請団
体の決定については、町にご
一任いただくこととなります
のでご了承ください。
◆助成金は、事業費の範囲内かつ財団法人自治総合センターから助成金の交付決定の通知があった金額
で、10万円単位の助成となります。

※宝くじ・コミュニティ助成事業のメニュー及び助成額（例）

　・一般コミュニティ事業　　100万円～ 250万円（コミュニティ活動に必要な施設や設備整備等）

　・緑化推進コミュニティ事業　50万円～ 200万円（コミュニティ組織による植樹・植栽等）

　・自主防災組織育成事業　　　30万円～最高200万円（一定地域の自主防災組織の活動に必要な施設

　　や設備整備等　※組織の状況、申請の内容により助成限度額が変わります。）

表：過去 5年間の実施事業
年度 事業名 事業主体 概算事業費（助成額）
H15 中山ふれあい広場整備事業 中山区 276万円（250万円）
H16 上ノ台公園整備事業 西横田尻区 280万円（250万円）
H17 桜の健康運動広場づくり事業 荒砥第三区 202万円（200万円）

H18 いきいき深山郷親水広場整備事業 いきいき深山郷づくり推進協議会 289万円（250万円）

H19 萩野メモリアルパーク整備事業 萩野区 273万円（250万円）
自主防災組織育成助成事業 貝生地区防災会 160万円（150万円）

（
仮
称
）白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
計
画
づ
く
り
に

か
か
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
か
た
【
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
企
画

運
営
検
討
委
員
】
を
募
集
し
ま
す

　

い
よ
い
よ
平
成
21
年
秋
の
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
白
鷹
町
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
の
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

中
規
模
で
す
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
ホ

ー
ル
の
運
営
な
ど
多
機
能
で
あ
る

た
め
、
当
初
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
初
は
町
が
主
体
と

な
っ
て
運
営
し
、
開
館
後
２
、
３

年
を
目
途
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
含
め

た
民
営
（
指
定
管
理
者
制
度
）
に

移
行
し
て
い
く
こ
と
を
視
野
に
入

れ
て
い
ま
す
。
指
定
管
理
者
が
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
た
経
営
が
で
き

る
よ
う
、
当
初
か
ら
柔
軟
な
施
設

運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
が
町
民
の
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
、
町
に
と
っ
て
「
生
き
た

施
設
」
と
し
て
多
く
の
か
た
が
た

に
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
本
音
の

出
る
「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」
の

よ
う
な
、
自
由
な
組
織
の
形
を
考

え
て
い
く
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
施
設
運
営
に
興
味
の
あ
る

か
た
、「
こ
ん
な
ふ
う
に
施
設
を
利

用
し
た
い
」
と
い
う
考
え
を
お
持

ち
の
か
た
、
完
成
後
「
な
ん
ら
か

の
形
で
運
営
に
関
わ
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
や
る
気
の
あ
る
か
た
な
ど
、

広
く
一
般
の
か
た
か
ら
も
募
集
し
、

管
理
運
営
の
方
針
を
決
定
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

�
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▲上ノ台公園整備事業（炊事場）

申請団体
募集します
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「
旧
里
道
、
旧
水
路
」
の
所
有
権
が
町
に
移
り
ま
し
た

　

「
地
方
分
権
一
括
法
（
平
成
12

年
４
月
１
日
施
行
）」に
よ
り
、
国

（
財
務
事
務
所
）
が
管
理
し
て
い

た
里
道
・
水
路
が
、
平
成
17
年
３

月
末
ま
で
に
譲
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
平
成
17
年
４
月
１

日
か
ら
白
鷹
町
内
の
ほ
と
ん
ど
の

里
道
・
水
路
を
町
が
管
理
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
の
管
理
と
い
っ
て
も
、
所
有

権
が
国
か
ら
白
鷹
町
に
移
っ
た
こ

と
だ
け
で
、
里
道
・
水
路
の
維
持

管
理
は
、
以
前
と
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。

　

今
後
は
、「
里
道
・
水
路（
官
地
）」

と
い
う
名
称
か
ら
「
公
共
物
」
と

い
う
名
称
に
な
り
ま
す
。

　

維
持
管
理
は
、
大
き
く
区
分
し

ま
す
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
町
道
の
よ
う
に
、
町
が
直
接
管

　

理
す
る
も
の
（
町
道
の
敷
地
内

　

に
あ
る
公
共
物
）

②
土
地
改
良
区
が
直
接
管
理
す
る

　

も
の

③
そ
の
土
地
に
隣
接
す
る
受
益
者

　

が
直
接
管
理
す
る
も
の
（
任
意

　

の
水
利
組
合
や
農
道
組
合
）

④
町
が
支
援
・
補
助
を
行
っ
て
地

　

元
が
直
接
管
理
す
る
も
の

維持管理の場合

払い下げができる場合

里道・水路の利用者で管理
を行います。

旧里道・旧水路のある町に払い
下げ申請を行います。

里道または水路として、現に公共的な
用途に使用されているもの。

里道または水路としての機能を失い、現
に公共的な用途に使用されていないもの。

【里　道】 【水　路】

【公図等】 【現　況】
　

ま
た
、
工
作
物
の
設
置
、
形
状

の
変
更
、
境
界
立
会
、
用
途
廃
止
、

付
替
、
工
事
施
工
な
ど
を
行
う
場

合
は
、
事
前
に
町
に
許
可
申
請
等

の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

建
設
水
道
課
管
理
係
（
☎
85

－

６

１
４
０
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
境
界
立
会
、
用
途
廃
止

・
払
い
下
げ
・
付
替
な
ど
に
つ
い

て
は
、
土
地
家
屋
調
査
士
も
ご
存

知
で
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
町
が
信
頼
を

深
め
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
し
た
座
談
会

で
す
。
第
４
次
総
合
計
画
の
終
了

を
前
に
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
主
要
な
事
項
に
つ
い

て
は
第
５
次
計
画
へ
反
映
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
内
容

・
町
長
行
政
報
告

・
主
要
テ
ー
マ
「
今
後
の
ま
ち
づ

　

く
り
に
つ
い
て
」

●
町
側
の
出
席
者

　

町
長
、副
町
長
、各
課
長
担
当
職

　

平
成
19
年
度 

地
区
町
政
座
談
会
を
開
催
し
ま
す

　働く未来を考える

平成19年10月1日現在で

就業構造基本調査を実施します
　全国から抽出された約45万世帯の15歳以上
のかたがたを対象に、「収入になる仕事をして
いるかどうか」や「就業に関する希望」など
について調査します。
　調査結果からは、若者や高齢者、女性の多
様化する就業状況、産業構造の変化による雇
用の流動化など、雇用の詳しい状況が明らか
になります。このデータは、国・県の雇用政
策・経済政策などを企画・立案する際に、重
要な資料となります。
　調査の対象となる世帯には、９月下旬に統
計調査員が伺いますので、ご協力をお願いい
たします。
■問い合わせ
　総務政策課　情報企画係（☎85－6121）

 

●
開
催
日
・
場
所

【
蚕
桑
地
区
】
９
月
20
日
（
木
）

蚕
桑
地
区
公
民
館

【
鮎
貝
地
区
】
９
月
26
日
（
水
）

鮎
貝
地
区
公
民
館

【
荒
砥
地
区
】
10
月
３
日
（
水
）

中
央
公
民
館

【
十
王
地
区
】
10
月
10
日
（
水
）

十
王
地
区
公
民
館

【
鷹
山
地
区
】
10
月
16
日
（
火
）

鷹
山
地
区
公
民
館

【
東
根
地
区
】
10
月
15
日
（
月
）

東
根
地
区
公
民
館

●
時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
政
策
課
政

策
企
画
係
（
☎
85

－

６
１
２
３
）
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み
ん
な
で
乗
っ
て

み
ん
な
の
長
井
線
を
次
世
代
に
つ
な
げ
よ
う
！

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
は
、
昭
和
63
年
10
月
の
開
業
以
来
、
高

校
生
の
通
学
や
地
域
住
民
の
足
と
し
て
、
ま
た
山
形
新
幹
線

の
連
絡
手
段
と
し
て
、
置
賜
地
域
の
公
共
交
通
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
少
子
化
に
よ
る

通
学
定
期
利
用
者
の
落
ち
込
み
や
車
社
会
の
進
展
な
ど
、
長

井
線
の
運
営
環
境
は
と
て
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
あ
ら
た
め
て
「
地
域
の
足
で
あ
る
フ
ラ
ワ
ー
長
井

線
」
の
存
続
を
皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
現
在

の
状
況
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

利
用
者
の
約
８
割
を
占
め
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
少
子
化
な
ど
が
影

響
し
、
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

○
経
営
の
状
況

　

利
用
者
の
減
少
に
伴
い
、
営
業

収
入
も
年
々
減
少
し
て
き
て
お
り
、

平
成
18
年
度
は
１
億
８
５
８
７
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
す
る
経
費
は
２
億
７

１
６
２
万
円
で
あ
り
、
８
５
７
５

万
円
の
営
業
損
失
が
生
ま
れ
ま
す
。

国
・
県
・
市
町
か
ら
の
補
助
金
を

加
え
て
も
、
最
終
的
な
純
損
失
は

２
１
２
４
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

特
に
平
成
９
年
度
か
ら
は
赤
字

が
続
き
、
平
成
18
年
度
末
で
の
累

積
赤
字
（
繰
越
損
失
）
は
２
億
３

７
５
４
万
円
と
な
り
、
運
営
会
社

で
あ
る
山
形
鉄
道
株
式
会
社
は
非

常
に
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
り
ま

す
。

○
会
社
の
取
り
組
み

　

山
形
鉄
道
株
式
会
社
で
は
「
経

営
改
善
計
画
」
を
策
定
し
、
経
費

削
減
等
の
企
業
努
力
を
続
け
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
乗
客
の
安
全
輸

送
が
経
営
の
第
一
義
で
あ
り
、
経

費
削
減
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
り

ま
す
。

○
行
政
の
財
政
支
援

　

沿
線
市
町
と
県
は
、
昭
和
63
年

か
ら
５
年
間
で
計
６
億
円
を
拠
出

し
て
「
山
形
鉄
道
運
営
助
成
基
金
」

を
つ
く
り
、
赤
字
補
填
や
必
要
な

工
事
費
等
に
助
成
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
低
金
利
の
影
響
も
あ
り

基
金
は
年
々
減
少
し
続
け
、
平
成

16
年
度
末
に
は
１
億
３
８
４
万
円

ま
で
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
17
年
度
か
ら
３

年
間
は
、
沿
線
市
町
と
県
で
新
た

に
年
５
０
０
０
万
円
を
積
み
立
て

る
と
い
う
財
政
支
援
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
最
終
年
度

と
な
る
今
年
度
は
、
各
自
治
体
の

財
政
状
況
も
好
転
の
見
込
み
が
な

か
な
か
見
出
せ
な
い
な
か
で
す
が
、

来
年
度
以
降
の
新
し
い
支
援
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
と
な
っ

て
い
ま
す
。

○
地
域
に
お
け
る
利
用
拡
大
の
取

り
組
み

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
が
地
域
に
走

り
続
け
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住

む
一
人
ひ
と
り
が
現
状
と
真
剣
に

向
き
合
い
、
存
続
の
た
め
に
な
に

が
で
き
る
か
を
考
え
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
地
域
を
挙
げ
て
利
用
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
通
勤
、
買
い
物
、
病
院
へ

の
通
院
な
ど
の
利
用
の
ほ
か
、
会

議
や
宴
会
で
貸
し
切
る
「
イ
ベ
ン

ト
列
車
」
と
し
て
も
利
用
で
き
ま

す
。「
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
を
つ
な
ぐ

会
」
な
ど
が
行
う
利
用
券
販
売
へ

の
購
入
協
力
も
大
切
な
支
え
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
沿
線
自
治

体
の
職
員
は
、
月
１
回
の
ノ
ー
マ

イ
カ
ー
デ
ー
運
動
な
ど
で
フ
ラ
ワ

ー
長
井
線
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

○
も
っ
と
「
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
」

に
み
ん
な
で
乗
ろ
う

　

沿
線
地
域
で
は
、
四
季
を
通
じ

て
色
と
り
ど
り
の
花
々
や
豊
か
な

自
然
景
観
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

季
節
に
１
回
、
長
井
線
で
ち
ょ
っ

と
し
た
「
旅
」
に
出
か
け
て
み
ま

せ
ん
か
。
車
窓
か
ら
見
え
る
の
ど

か
で
美
し
い
風
景
に
、
心
も
体
も

癒
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

も
し
沿
線
住
民
一
人
ひ
と
り
が
、

季
節
に
１
回
（
１
年
に
４
回
）
フ

ラ
ワ
ー
長
井
線
を
利
用
す
る
と
、

大
き
く
赤
字
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「
今
日
は
長
井
線
に
乗
っ
て
み
よ

う
か
」
の
意
識
が
明
日
の
存
続
に

つ
な
が
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

○
総
務
政
策
課
政
策
企
画
係
（
☎

85

－

６
１
２
３
）

○
山
形
鉄
道
株
式
会
社
（
☎
88

－

２
０
０
２
）

○
利
用
の
状
況

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
利
用
者
は

年
々
減
り
続
け
、
平
成
18
年
度
は

77
万
人
と
、
前
年
度
と
比
較
し
て

約
５
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
平
成

２
年
度
の
ピ
ー
ク
時
は
１
４
４
万

人
の
利
用
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
現
在
、
高
校
生
が

過去10年間のフラワー長井線の利用者数と営業状況
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９      10      11      12      13      14      15      16      17      18平成
年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

千人 千円

※
こ
の
記
事
は
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
沿
線
市
町
が
共
通
課
題

と
し
て
取
り
上
げ
、
各
広
報
紙
に
掲
載
す
る
も
の
で
す
。
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児童福祉の制度・手当を紹介します

児童扶養手当特別児童扶養手当
　児童扶養手当は、父の死亡、父母の離婚などによ
る生活の激変を和らげ、母子家庭の自立を促すこと
を目的に支給されます。

●児童扶養手当を受給できるかた

　18歳未満（心身に障がいがある児童は20歳未満）
　の児童を養育している母子家庭の母または養育者
　＊次の場合は、対象になりません。
　・養育者の所得が一定額以上の場合
　・養育者、対象児童が公的な年金を受けることが
　　できる場合
　・対象児童が、児童福祉施設などに入所している
　　場合など

●平成20年４月以降の児童扶養手当について

　平成20年４月から、手当てを受けてから５年以上
を経過したかたは、手当額の一部が制限されるよう
になります。
　一部停止の対象者や支給停止額に関する具体的な
内容は、平成19年度末に決められる予定です。

　特別児童扶養手当は、精神または身体に障がいの
ある児童の福祉増進のために支給されます。

●特別児童扶養手当を受給できるかた

　20歳未満で精神または身体に障がいがある児童を
　養育している父母または養育者
　＊次の場合は、対象になりません。
　・対象児童が児童福祉施設等に入所している場合
　・養育者の所得が一定額以上の場合など

●支給内容
４月、８月、12 月の３期に分けて支給します。

児童の数 全部支給のとき 一部支給のとき

１人目 41,720 円
41,710 ～
9,850 円

２人目 5,000 円を加算

３人目以降 3,000 円を加算

●所得制限限度額について
扶養親族
等の数

本人の所得制限 配偶者・扶養義
務者の所得制限全部支給 一部支給

０人 19万円未満 192 万円未満 236 万円未満

１人 57万円未満 230 万円未満 274 万円未満

２人 95万円未満 268 万円未満 312 万円未満

＊扶養親族の数が３人以上のときは、１人につき　
　38万円を加えた額になります。

●支給内容
４月、８月、11月の３期に分けて支給します。

障害等級 １級 ２級

手当の月額 50,750 円 33,800 円

●所得制限限度額について
扶養親族
等の数

本人の所得制限
配偶者・扶養義務者

の所得制限

０人 459 万６千円 628 万７千円

１人 497 万６千円 653 万６千円

２人 535 万６千円 674 万９千円
＊扶養親族の数が３人以上のときは、１人につき　
　38万円を加えた額になります。

詳しい手続き、ご相談については、
健康福祉課　子育て支援係

☎86－0212
　にお問い合わせください。

「
保
護
司
」
を

ご
存
じ
で
す
か
？

ど
の
よ
う
な
人
が
保
護
司
に
な

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

保
護
司
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
国
家
公
務
員

と
い
う
身
分
で
、
給
与
の
支
給
さ

れ
な
い
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

保
護
司
活
動
へ
の
熱
意
と
時
間

的
余
裕
が
あ
り
、
健
康
で
あ
る
な

ど
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

全
国
に
は
５
万
人
、
白
鷹
町
に
は

11
人
の
保
護
司
が
い
ま
す
。

具
体
的
な
活
動
は
？

　

犯
罪
や
非
行
を
犯
し
た
人
が
実

社
会
で
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
決

め
ら
れ
た
約
束
事
を
守
る
よ
う
に

指
導
や
助
言
を
行
っ
た
り
、
必
要

な
援
助
を
行
っ
て
、
そ
の
立
ち
直

り
を
支
援
し
ま
す
。

　

毎
年
７
月
に
行
っ
て
い
る
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
住
民
集
会
」

も
地
域
で
の

啓
発
活
動
と

し
て
、
保
護

司
会
が
中
心

と
な
っ
て
実

施
し
て
い
ま

す
。

「第57回社会を明るくする運動」にて
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融資あっ旋及び利子補給制度をご利用ください

①水洗トイレ等の改造（新築は除く）に要する資金の融資を
あっ旋します。
　●限 度 額：120万円
　●償還期限：60カ月以内（元金均等償還）
②供用開始から３年以内の融資については、町がその利子の
９割を補給します。
　３年を超えた工事については、融資あっ旋のみとなります。
（浄化槽は設置時の改造資金）

公共下水道普及・農業集落排水の普及及び加入状況
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成18年度末）

１．普及率
　　①公共下水道　56.3％（処理区域内人口9,293人／行政人口16,512人）
　　②農業集落排水　   8.2％（処理区域内人口1,353人／行政人口16,512人）
２．地区毎加入状況
　　①公共下水道
　

　

　

　　②農業集落排水

地 区 名 処理区域
内戸数 加入戸数 未加入戸数 加 入 率

蚕桑地区 309 175 134 56.6%

鮎貝地区 733 570 163 77.8%

荒砥地区 1,074 938 136 87.3%

十王地区 332 285 47 85.8%

鷹山地区 43 36 7 83.7%

東根地区 332 200 132 60.2%

合　　計 2,823 2,204 619 78.1%

地 区 名 処理区域
内戸数 加入戸数 未加入戸数 加 入 率

西高玉地区 135 114 21 84.4%
浅立地区 206 206 0 100.0%
合　　計 341 320 21 93.8%

　白鷹町の平成18年度末の各公共下水道関連の加入者は、公共下水道

7,332人、農業集落排水1,290人、合併浄化槽1,848人、合計10,470人

の排水が処理されています。これは町民16,512人の63.4％で、いまだ

36.6％の汚水が処理されずに流されています。

　清らかな水環境づくりと清潔で快適な生活をおくるために、１日も

早く下水道に加入くださるようお願いします。



　　 広報しらたか　2007.9.12●13

下水道の点検・清掃商法に
ご注意ください！
◆数年前から、町の委託を装って、家庭の汚水
マスや下水管の清掃の契約を結ぼうとする業者
が一般の家庭を訪問する場合があります。町で
は、こうした点検・清掃を業者に依頼していま
せん。
◆もし、排水設備の具合が悪い場合や、極端な
汚れを発見したり悪臭などが発生した場合は、
町の指定する下水道工事指定店にご相談くださ
い。
◆もし、契約をした場合でも、契約から８日以
内であれば、「クーリング・オフ制度」により無
条件で解約できます。方法は、町民税務課くら
し・環境推進係（☎85－6131）にご相談くださ
い。
＊すでに作業に着手した場合、「クーリング・オ
　フ制度」は適用となりませんのでご注意くだ
　さい。

白鷹町の下水道整備について

　町では、公共用水域の水質を保全し、併せて生活環境の向上を行うため、平成20年を目標とした下水
道整備計画に基づき、４つの事業で全町に下水道の普及を目指しています。

①公共下水道事業（市街部とその周辺に隣接する区域）
②農業集落排水事業（浅立地区・西高玉地区）
③浄化槽整備事業（公共下水道・農業集落排水事業以外の区域で個人設置・個人管理）
④個別排水処理施設整備事業
　　（上水道水源の水質を守るため、地区を限定し、浄化槽を町が設置・管理する事業 )
　　・黒鴨・深山地区の一部　平成16年度で完了
　　・高岡地区の一部　　　　平成17年度から平成19年度までの３カ年事業

「よごすまい　鮎のふるさと　水洗化」

　　下水道・農業集落排水・浄化槽に

　　関するお問い合わせ

　　　建設水道課下水道係（☎85－6138）

下水道事業受益者負担金の猶予の
取り消しについて（下水道整備区域内）

　下水道受益者負担金の徴収猶予を受けている
土地で、その猶予の理由が消滅したときは、届
出をお願いします。
＊「受益土地が農地その他これに準ずる土地」
で負担金の徴収猶予を受けている土地が、

　　①台帳地目が宅地に変更なった場合
　　②現況が農地でなくなった場合

は、受益者負担金の徴収猶予を取り消し、１㎡
当り320円の受益者負担金を納めていただきま
す。
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白鷹町誕生53周年記念
地区対抗駅伝競走大会

　毎年盛大に開催している標記大会を、白鷹町誕生53周年を記念して開催します。選手へのご
声援よろしくお願いします。
　毎年荒砥～大瀬中継所（図中　　　部）にて交通渋滞が発生しています。一般車輌、付近住
民の皆さんへの迷惑となります。大会期間中はチーム関係車輌、応援車輌の通行を厳しく規制
します。交通渋滞の緩和にご協力ください。

１０月７日（日）雨天決行
　開会式　午前８時30分、スタート　午前９時30分、閉会式　午後１時頃

＊大会開催中の交通安全にご協力お願いします。　　　　　　　　

■問い合わせ　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

1

12

23

4

5

6

7

8

9

10

11

13

14

15

神明町中継所

スタート･ゴール

森合中継所

内町中継所

鮎貝駅中継所

蚕桑中継所

広野中継所

東根中継所

下山中継所

十王中継所

大瀬中継所

平田中継所

中山中継所

萩野中継所

区間及び距離
区間 走者 距離 コース 通過予想時刻

1 小学生  1.3 役場前～神明町 9時 34 分

2 一般  4.1 神明町～鮎貝小～森合 9時 46 分

3 フリー  1.8 森合～赤坂～内町 9時 52 分

4 小学生  1.3 内町～鮎貝駅前 9時 56 分

5 女子  1.7 鮎貝駅前～東田尻～蚕桑地区公民館 10 時 03 分

6 フリー  3.9 蚕桑地区公民館～蚕桑小～権現堂～広野 10 時 15 分

7 女子  2.1 広野～旧国道287 ～東根小 10 時 23 分

8 中学男  2.8 東根小～旧国道287 ～役場前 10 時 34 分

9 一般  3.5 役場前～荒砥駅前～国道287 ～下山 10 時 48 分

10 一般  5.0 下山～佐野原～大瀬公民館 11 時 05 分

11 中学男  2.9 大瀬公民館～平田 11 時 17 分

12 フリー  3.6 平田～堀の内～中山公民館 11 時 31 分

13 一般  3.9 中山公民館～一本松～萩野 11 時 43 分

14 フリー  2.7 萩野～宝前町～よつば保育園 11 時 51 分

15 壮年  2.2 よつば保育園～荒砥駅前～役場前 11 時 58 分

計 42.8

�
駅
伝
�
�
秋
�
来
�

10/7
（日）
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第15回東北学生駅伝
対校選手権大会

　地域の皆さんへのお願い

・駅伝コースは下図のとおりです。主な交差点などに白線表示、看板設置します。
・駐車場、トイレ、水などはスポーツ公園内の施設を利用しますが、状況により地域の皆さんにご協力をお願
　いしなければならないこともあります。協力依頼があった場合には、ご支援とご協力をお願いします。
・駅伝コースで、特に選手が右折する交差点や見通しの悪い所では、お互いに十分気をつけて通行しましょう。
■問い合わせ　教育委員会　生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

●スタート　女子午前８時、男子午前８時10分

●会　　場　白鷹町スポーツ公園及び周辺駅伝コース

●競技方法

　男子：駅伝方式（※）８区間 71キロ

　　　（１区８．５キロ、２区７キロ、３区８．５キロ、４区７キロ、５区12キロ、 ６区７キロ、７区７キロ、８区14キロ）

　女子：５キロタイムレースによる集計方式（５キロコースを１周）

※本大会は、白鷹町スポーツ公園をスタート・中継所・ゴールとし、周辺の駅伝コース（６㌔・７㌔・８.５㌔）
　で周回駅伝方式で実施します。周回駅伝方式とは、中継所を１カ所に固定して、区間エントリー選手が指
　定されたコースを周回し、次の選手にタスキを引き継ぐ駅伝方式です。
　長距離選手の育成と白鷹町の活性化を図り、白鷹町を全国にアピールするために、「東北学生駅伝対

校選手権大会」を開催します。本大会は、11月に行われる秩父宮賜杯第39回全日本大学駅伝対校選手

権大会、第25回全日本大学女子駅伝対校選手権大会の東北代表選考会を兼ねる重要な大会です。

　地域の皆さんのご理解、ご協力をお願いします。

9/23
（日：秋分の日）

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８.５Kmコース
７Kmコース
６Kmコース
５Kmコース

東北学生駅伝対校選手権大会 駅伝コース図

給水所A

新地公民館

山口公民館

菅酒店

笠松公民館

給水所C

蚕桑郵便局
 

給水所D

佐野地蔵尊

ファーストカーゴ

白鷹陽光学園

JA山形おきたま
カントリーエレベーター

JA山形おきたま 
蚕桑支店 

蚕桑小学校 

蚕桑地区公民館  

西中学校 

ニクニ 

三和製作所 

歩道走行区間

給水所B

不二サッシ 
しらたか

丸羽建設
WC

WC

白鷹高等専修学校

山形しあわせ銀行

鮎貝駅 

鮎貝地区公民館

WC

WC

WC 

WC 

WC 

池ノ端公園 

夫婦観音
中継・ 

Ｓ

Ｇ

残り約１km地点

残り約３km地点

鮎貝八幡宮

グレープ

白鷹町スポーツ公園

残り約２km地点
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　８月15日、役場前で白鷹町平和祈念事業
が行われました。終戦の日にあたり、未来
の平和を願い誓いを新たにしようというも
の。今年成人式を迎えた奥山秀典さん（鷹
山）と塩地由紀さん（蚕桑）が平和都市宣
言を読み上げ、献花と折り鶴献呈が行われ
ました。いつまでも戦争の悲惨さ、恐ろし
さを語り継ぐことが大切です。平和な社会
を当たり前ととらえず、この地域で生活で
きるありがたさを忘れてはいけません。

誓
�
�
�
�
永
久
�
平
和

白
鷹
町
平
和
祈
念
事
業 　８月15日、戦争を今に伝える「監視哨」

を巡り、平和のありがたさを知ろうという
企画が、終戦記念日に合わせて行われまし
た。監視哨は、戦時中に爆撃機の襲来など
を監視していた場所。当時を知る長谷川六
郎さん（畔藤）と菅原光一郎さん（荒砥）
が案内人となり、愛宕山の監視哨跡や荒砥
駅近くの民家にある監視哨を見学。菅原さ
んは「戦争の記憶を伝えなければならない」
と話し、参加者と平和を誓いました。

昔
�
今
�
�平
和
�
願
�
町
�
見
下
�
�

監
視
哨

�
�
�

巡
�
�
�
�

　８月23日、山口地区の畑で、こぐわ・あ
ゆかい保育園、陽光学園、こぶしの家の皆
さんが、スイカのもぎ取りを行いました。
これは、地元だいこんの会の皆さんが、園
児や施設利用者の皆さんに、体験を通して
交流してほしいと実施しているもの。園児
たちは顔が隠れてしまうほどの実を両手で
押さえ、近くの広場まで一生懸命運びまし
た。もぎたてのスイカはとても甘くて、笑
顔がこぼれていました。

一
人
�
持
�
�
�

�
�
�
�
農
園

�
�
�
�
�
取
�
体
験

　８月29日、東根小４年生が地元の水利施
設「諏訪堰」について学びました。諏訪堰
土地改良区（髙橋恭平理事長）が土地改良
事業推進活動の一環として、子どもたちに
施設の役割や生活とのかかわり、歴史につ
いて知る機会にしてほしいと毎年開催して
います。参加した26人の児童は、長井市に
ある頭首工や畔藤の排水機場などを興味深
くメモを取りながら見学し、身近にある施
設の大切さを再発見した様子でした。

水
�
田
�
�
�
感
謝

東
根
小
児
童
�
諏�

�訪
堰�

�

施
設
�
�
�

平
成
19
年
度

国
土
交
通
行
政
関
係
功
労
者
表
彰

建
設
事
業
関
係
功
労
者

山
形
河
川
国
道
事
務
所
長
表
彰

　

次
の
か
た
が
た
は
、
水
閘
門
操

作
員
と
し
て
、
15
年
以
上
職
務
に

従
事
さ
れ
、
そ
の
業
績
が
優
秀
で

ほ
か
の
操
作
員
等
の
模
範
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
治
水
事
業
へ
の
功
績
に
よ

り
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

●
受
賞
者

　

小
ロ
尚
司
さ
ん
（
箕
和
田
）

　

小
口
英
夫
さ
ん
（
箕
和
田
）

　

藤
守　

勇
さ
ん
（
畔
藤
）

※
国
土
交
通
省
で
は
、
人
び
と
の

生
き
生
き
と
し
た
暮
ら
し
と
こ
れ

を
支
え
る
活
力
あ
る
経
済
社
会
、

安
全
、
美
し
い
環
境
、
多
様
性
あ

る
地
域
を
実
現
す
る
た
め
の
基
盤

形
成
な
ど
を
推
進
す
る
た
め
、
国

土
交
通
行
政
に
功
績
の
あ
っ
た
か

た
に
対
し
て
表
彰
を
行
っ
て
い
ま

す
。
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　８月19日、スピカ前で、白鷹町中高生ボ
ランティアサークル「あさがお」の皆さん
が「24時間テレビ愛は地球を救う」協賛の
街頭募金運動を行いました。蒸し暑いなか、
買い物に来たお客さまから募金への協力と
ともに、励ましの声をいただき、最初は恥
ずかしそうにしていたメンバーの声も次第
に大きくなりました。皆さんからのたくさ
んの善意は、世界中の人びとのために役立
てられます。

�
協
力
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
募
金
活
動

　十王地区にある仏坂馬頭観音堂が新築さ
れ、８月８日、落慶法要が行われました。
この観音堂は置賜三十三観音の一つで、昔
から多くの人びとの信仰を集めてきました。
最近は最上川フットパスのポイントにも設
定されています。これまでのお堂の老朽化
が進み、建て替えが求められるようになり、
このたび地区住民などから寄せられた善意
によって建築が実現しました。銅板ぶきの
屋根が印象的な新しいお堂です。

地
域
�
皆
�
�
�
善
意
�

新
�
�
仏
坂
馬
頭
観
音
堂
�
完
成

岩
澤
優
希
さ
ん（
山
口
）が

平
成
19
年
度
全
国
高
校
総
体
で

女
子
個
人
の
部
準
優
勝

　

８
月
に
佐
賀
県
で
「
平
成
19
年

度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
」

が
行
わ
れ
、
剣
道
競
技
に
お
い
て
、

左
沢
高
校
３
年
の
岩
澤
優
希
さ
ん

（
山
口
出
身
）
が
女
子
個
人
の
部

で
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

団
体
戦
で
は
、
岩
澤
さ
ん
は
副

将
を
務
め
、
ベ
ス
ト
４
に
入
り
健

闘
し
ま
し
た
。

　

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

◆
女
子　

個
人  

●
準
々
決
勝

岩
澤
優
希
③
メ

－

柏
崎
万
里
奈
③

（
左
沢
）（
国
学
院
栃
木
・
栃
木
）

●
準
決
勝

岩
澤
優
希
③
メ

－

長
沢
友
美
③

（
左
沢
）（
中
村
学
園
女
・
福
岡
）

●
決
勝

三
笘　

冴
②
メ

－

岩
澤
優
希
③

（
日
田
・
大
分
）　　

（
左
沢
）

※
「
○
数
字
」
は
学
年
、「
メ
」
は

メ
ン
（
決
ま
り
手
）

　

８
月
15
日
、
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

で
白
鷹
町
成
人
式
が
行
わ
れ
、
２

３
２
人
の
若
者
が
新
成
人
と
な
り

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
来
賓
の
か
た
が
た
の

ご
祝
辞
に
真
剣
な
面
持
ち
で
聴
き

入
り
、
成
人
と
し
て
心
を
新
た
に

し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
そ
し
て
、

新
成
人
を
代
表
し
て
奥
山
秀
典
さ

ん
（
鷹
山
）
が
「
成
人
し
た
こ
と

を
自
覚
し
、
生
命
の
重
さ
を
尊
び
、

永
遠
の
平
和
と
繁
栄
を
強
く
希
求

し
ま
す
」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
成
人
を
代

表
し
て
大
木
康
博
さ
ん
（
東
根
）

に
町
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
の
成
人
祭
で
は
、
中
学

時
代
の
恩
師
を
お
招
き
し
、
久
し

ぶ
り
に
先
生
と
生
徒
に
戻
り
再
会

を
喜
び
合
い
、
当
時
の
思
い
出
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

今
回
の
成
人
式
は
、
新
成
人
の

実
行
委
員
26
人
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
２
カ
月
ほ
ど
前
か
ら
準
備
さ
れ
、

当
日
も
裏
方
の
運
営
に
回
っ
て
が

ん
ば
っ
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
参
加
率
も
例
年
に
比
べ
て
高

く
、
成
人
式
へ
の
関
心
の
高
ま
り

が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
も
一
体
と
な

り
つ
く
あ
げ
た
成
人
式
は
、
ま
た

新
た
な
思
い
出
と
し
て
心
に
刻
ま

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
人
�
�
�
�
第
一
歩

白
鷹
町
成
人
式
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第
10
回
山
形
県
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
・
第
32
回
蔵
王
坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
結
果

�

白
鷹
�
�
�
�
男
子
駅
伝
�
�
�
第
�
位
入
賞
�

�
�
�
�
�
�
�

女
子
駅
伝
�
�
�
第
�
位
入
賞
�

　

去
る
８
月
５
日
、
上
山
市
蔵
王

坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

で
、
第
10
回
山
形
県
ジ
ュ
ニ
ア
駅

伝
競
走
大
会
・
第
32
回
蔵
王
坊
平

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
台
風
一
過
の
蒸

し
暑
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
な
か
、

白
鷹
町
チ
ー
ム
は
一
昨
年
に
続
き

男
子
、
女
子
チ
ー
ム
と
も
に
入
賞

（
県
内
35
市
町
村
参
加
）
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
男
子
チ
ー
ム
は
、
同
時
開

催
の
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大

会
に
お
い
て
も
第
６
位
入
賞
を
果

た
し
、
過
去
最
高
の
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

　

ま
た
女
子
チ
ー
ム
も
、
第
２
区

で
髙
橋
彩
花
選
手
が
大
会
新
記
録

で
区
間
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、
全

員
が
持
て
る
力
を
十
分
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
同
日
開
催
の
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
大
会
に
お
い
て
も
、
選

手
全
員
が
完
走
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

２
カ
月
間
、
学
業
、
部
活
動
等

と
週
３
回
の
練
習
を
両
立
さ
せ
る

こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、

心
身
と
も
に
疲
れ
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
学
校
、
学
年

と
い
う
垣
根
を
乗
り
越
え
て
、
選

手
全
員
が
一
致
団
結
し
た
か
ら
こ

そ
、
厳
し
い
練
習
に
も
耐
え
、
今

回
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
結
果
に

つ
な
が
っ
た
の
で
す
。
今
後
と
も
、

こ
こ
で
培
っ
た
経
験
を
糧
に
さ
ら

な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　

な
お
、
８
月
20
日
町
長
室
に
お

い
て
、
橋
本
町
長
よ
り
男
子
チ
ー

ム
、
女
子
チ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ
に
、

賞
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係

者
の
皆
さ
ま
、
応
援
・
ご
支
援
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
形
県
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

●
男
子
・
第
５
位
（
46
分
16
秒
）

１
区　

紺
野　
　

凌（
東
中
３
年
）

☆
区
間
第
４
位

２
区　

髙
橋
英
一
郎（
東
根
小
６
年
）

☆
区
間
第
８
位

３
区　

髙
野　
　

光（
西
中
１
年
）

４
区　

小
形　

春
輝（
東
根
小
６
年
）

☆
区
間
第
６
位

５
区　

鈴
木　
　

拓（
西
中
３
年
）

●
女
子
・
第
８
位
（
52
分
10
秒
）

１
区　

髙
橋
あ
か
ね（
東
中
２
年
）

２
区　

髙
橋　

彩
花（
東
根
小
６
年
）

☆
区
間
第
１
位

※
区
間
新
記
録

３
区　

長
谷
川
智
子（
東
中
２
年
）

☆
区
間
第
７
位

４
区　

広
川　

夕
季（
荒
砥
小
５
年
）

☆
区
間
第
４
位

５
区　

関　
　

愛
衣（
西
中
３
年
）

蔵
王
坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

●
小
学
生
男
子
２
０
０
０
㍍

　
　
　
　
　

（
完
走
１
６
５
人
）

　

五
十
公
野
聖
也
（
荒
砥
小
５
年
）

　

片
山　

鷹
士
（
蚕
桑
小
６
年
）

　

白
田　
　

光
（
鮎
貝
小
６
年
）

　

羽
田　
　

崚
（
鮎
貝
小
６
年
）

　

白
田　
　

匠
（
鮎
貝
小
５
年
）

　

小
関　

克
也
（
鮎
貝
小
６
年
）

　

吉
村　

昂
訓
（
蚕
桑
小
５
年
）

●
小
学
生
女
子
２
０
０
０
㍍

　
　
　
　
　

（
完
走
１
５
７
人
）

　

大
滝　

碧
菜
（
鮎
貝
小
５
年
）

　

丸
川
あ
す
み
（
蚕
桑
小
６
年
）

　

平
吹　

彩
乃
（
東
根
小
６
年
）

　

橋
本　

美
穂
（
東
根
小
５
年
）

　

児
玉　

由
夏
（
蚕
桑
小
５
年
）

●
中
学
生
男
子
３
０
０
０
㍍

　
　
　
　
　

（
完
走
２
１
４
人
）

　

佐
竹　

貴
宏
（
東
中
３
年
）

　

遠
藤　

史
也
（
西
中
１
年
）

●
中
学
生
女
子
３
０
０
０
㍍

　
　
　
　
　

（
完
走
１
８
３
人
）

　

山
口　

綾
菜
（
東
中
３
年
）
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７
月
31
日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
、

小
四
王
原
遺
跡
解
体
復
元
事
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
高
岡
地
区
に
あ
り
、
町

指
定
文
化
財
で
も
あ
る
当
遺
跡
住

居
は
老
朽
化
の
た
め
傷
み
が
ひ
ど

い
状
態
で
し
た
が
、
こ
の
た
び
、

多
く
の
か
た
が
た
の
ご
協
力
に
よ

り
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

作
業
期
間
中
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
無
事
完
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
か
た
が
た

・
山
形
工
科
短
期
大
学
校
様

・
荒
砥
高
等
学
校
様

・
平
吹
利
数
様
（
指
導
助
言
・
講

　

演
〈
ス
ラ
イ
ド
上
映
〉）

・
高
橋
伸
一
様
（
設
計
・
指
導
）

・
庄
司
正
夫
様
（
茅
葺
）

・
岩
澤　

勇
様
（
茅
葺
）

・
高
橋
工
務
店
様

・
白
鷹
電
気
様

・
高
岡
区
の
皆
様

小
四
王
原
遺
跡
解
体
復
元
事
業

▲７月31日解体作業。ハシゴを使い茅
かや

を取
り外している様子です。

�

�
住
居
�
中
心
�
�
�
柱
材
�
�
�
�
�
�

見
�
�
�
様
子
�
�
�
�
土
留
�
�
�
�
柵

�
�
�
�

�

�
�
�
�
�

▲垂
たる

木
き

を掛けています。これにより支柱が
動かないようにしています。

▲竹を割り、茅
かや

葺
ぶ

きで使用する「こざね」
をつくっている様子です。

▲地元、高岡区の皆さんによる作業の様子。材料の茅を葺きやすいように小
さく束ね直したり、茅葺のお手伝いなどをしていただきました。また、高岡
区の女性のかたがたには作業期間中毎日、昼食時のみそ汁をつくっていただ
きました。ごちそうさまでした。

▲荒砥高校１年生有志４人、先生がたには茅葺職人のかたのお手伝いを
していただきました。高い位置で作業をする職人のところまで材料の茅
を運んでいるところです。２日間ありがとうございました。

�
骨
組
完
成
�
�
�
記
念
撮
影
�
達
成
感

�
�
�
�
出
�
�
�
�
�
山
形
工
科
短
期

大
学
校
�
年
生
17
人
�
皆
�
�
�
先
生
�

�
�
�
日
間
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▲

茅葺き職人のかたが、シュロ縄を使
って茅を締めているところです。

若さ、情熱、熟練の技、地域の力…
たくさんの心が集まって、古代の息吹がよみがえった！
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21
白鷹町健康増進計画

ふれあい＆生きがいづくり

　町の健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」では、子どもから高齢者まで
「みんなで元気に暮らしたい」を目標にしています。そのために、一人でがん
ばる健康づくりだけでなく、家族や友人、地域のさまざまな人たちとふれあい、
楽しみながら続ける健康づくりを進めています。人びととの交流・ふれあいは
楽しみや喜びを増すだけでなく、生きがいを見出すことができ、健康な暮らし
を実現するための課題に積極的に挑戦することができます。
　さらに、健康づくりを支える「環境づくり」がその坂道をゆるやかにします。
　みんなで　楽しく健康づくりをしましょう！

健康のひろば
男
性
の
た
め
の

健
康
な
食
生
活
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
！�

�

平
成
15
年
�
実
施
�
�
健
康
増
進
計
画
�
元
気
�
�
�
�

�
�
�
�
21
�
�
�
�
�
�
�
�
�
白
鷹
町
�
働
�
盛
�
�

男
性
�
主
食
�
主
菜
�
副
菜
�
�
�
�
�
�
考
�
�
食
�
�

�
�
人
�
多
�
�
塩
分
�
気
�
�
�
�
�
�
�
答
�
�
�
�

�
�
朝
食
�
欠
食
率
�
低
�
�
正
�
�
食
生
活
�
生
活
習
慣

�
知
�
�
�
�
�
自
己
評
価
�
高
�
人
�
多
�
�
�
�
�
�

�

山
形
県
�
実
施
�
�
県
民
健
康
栄
養
調
査
�
�
�

①
40
〜
50
歳
男
性
の
肥
満
者
の
割
合
が
高
い

②
野
菜
摂
取
量
や
牛
乳
・
乳
製
品
の
摂
取
量
が
減
少

③
睡
眠
が
十
分
に
取
れ
て
い
な
い
人
が
増
加

�
�
�
�
�
�
健
康
�
気
�
�
�
�
�
�
�
答
�
�
�
�
人

�
多
�
割
�
�
肥
満
�
�
�
課
題
�
�
�
�
�
�
�

　

健
康
な
生
活
の
た
め
に

☆
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う
！

�

目
安
量
�
大
人
�
�
食
分
�

�
�

�
生
野
菜
�
�
�

�
�
�

両
手
一
杯
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
野
菜
�
�
�

�
�
�

片
手
一
杯
�
�
�
�
�
�

☆
朝
食
で
健
康
な
生
活
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
、

　

夜
は
し
っ
か
り
眠
り
ま
し
ょ
う
！

男
性
も
楽
し
く
健
康
づ
く
り

“
男
性
の
み
な
さ
ん
！
厨
房

に
入
�
て
�
料
理
を
楽
し
み

ま
し
�
う
”

　

規
則
正
し
い
食
生
活
は
、
健
康

な
体
を
維
持
す
る
う
え
で
と
て
も

重
要
な
こ
と
で
す
。
男
性
は
、
料

理
が
苦
手
な
か
た
が
多
い
よ
う
で

す
。
も
し
男
性
の
か
た
が
独
り
に

な
っ
た
り
、
介
護
を
す
る
立
場
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
出
前
や
お
店

の
弁
当
で
当
面
対
応
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
が
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
て
、
体
調
が
思
わ
し
く
な

く
な
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
考
え
る
と
、
男
性
の
か
た
が
栄

養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
、
料
理
を

し
て
食
事
を
す
る
こ
と
が
、
大
変

重
要
な
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

各
地
区
公
民
館
が
、
中
心
に
な

り
男
性
を
対
象
に
し
た
料
理
教
室

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
十
王
地
区

公
民
館
で
は
、
自
分
の
た
め
の
食

事
を
テ
ー
マ
に
、
普
段
食
べ
て
い

る
身
近
な
料
理
を
つ
く
る
入
門
編

「
は
じ
め
て
の
料
理
〜
焼
く
・
ゆ

で
る
・
煮
る
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
普
段

は
奥
様
任
せ
の
た
め
悪
戦
苦
闘
し

て
い
ま
し
た
が
、
講
師
の
手
伝
い

を
受
け
な
が
ら
、
お
互
い
協
力
し

一
通
り
の
料
理
が
で
き
あ
が
り
ま

し
た
。
味
も
上
々
で
、
参
加
者
全

員
で
試
食
を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
次
の
開
催
日

を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
参
加
さ
れ
た
か
た
が
友
だ
ち

を
誘
い
、
輪
を
広
げ
、
地
域
の
男

性
が
一
人
で
も
多
く
料
理
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
地
域
の
サ
ロ
ン

等
で
腕
前
を
披
露
し
て
、
お
互
い

健
康
な
生
活
が
送
ら
れ
る
こ
と
が

一
番
良
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

十
王
地
区
公
民
館
「
男
性
の
料

理
教
室
」
の
よ
う
な
、
男
性
が
気

安
く
参
加
で
き
る
健
康
教
室
を
こ

れ
か
ら
も
地
域
で
た
く
さ
ん
開
催

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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佳
作　

疑
い
も
な
く
う
っ
か
り
と
乗
る
安
値　
　
　

鮎　

貝　

鈴
木　

勝
司

〃　
　

失
言
も
ミ
ス
も
う
っ
か
り
命
取
り　
　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

〃　
　

ほ
ろ
酔
い
に
う
っ
か
り
話
す
へ
そ
く
り
を　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

〃　
　

う
っ
か
り
と
出
た
一
言
が
命
と
り　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

酒
の
席
う
っ
か
り
口
に
し
た
話　
　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

う
っ
か
り
の
一
言
や
が
て
身
の
破
滅　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

会
合
も
曜
日
忘
れ
て
畑は
た

仕
事　
　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

〃　
　

花は
な
ば
さ
み鋏
う
っ
か
り
惜
し
い
枝
を
切
り　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

〃　
　

う
っ
か
り
も
笑
い
に
変
え
る
人
間
味　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

お
大
臣
う
っ
か
り
口
に
矢
が
刺
さ
り　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

庭
に
蛇
居
る
と
う
っ
か
り
妻
に
言
う　
　
　

鮎　

貝　

五
十
公
野
忍

〃　
　

う
っ
か
り
と
言
葉
巧
み
な
罠わ
な

に
落
ち　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

秀
逸　

う
っ
か
り
と
押
し
て
し
ま
っ
た
削
除
キ
ー　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

〃　
　

う
っ
か
り
と
漏
ら
す
情
報
修
羅
が
待
つ　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

う
っ
か
り
と
楢
山
行
き
へ
乗
り
遅
れ　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

う
っ
か
り
と
本
音
も
ら
し
て
波
紋
呼
び　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

虎
の
子
の
急
須
の
口
を
つ
い
痛
め　
　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

生
き
が
い
の
趣
味
は
う
っ
か
り
手
放
せ
ぬ　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

一
歩
引
く
ゆ
と
り
う
っ
か
り
滑
り
止
め　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

〃　
　

う
っ
か
り
が
人
生
変
え
た
岐わ
か

れ
道　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

う
っ
か
り
と
乗
せ
ら
れ
て
居
る
口
車　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

〃　
　

う
っ
か
り
と
滑
っ
た
口
は
塞ふ
さ

げ
な
い　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

五
客　

う
っ
か
り
も
た
ま
に
は
良
い
さ
大
ら
か
で　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

う
っ
か
り
も
前
向
き
に
生
き
気
に
し
な
い　

長　

野　

坂
本　

静
子

〃　
　

う
っ
か
り
が
笑
い
話
に
な
り
ま
し
た　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

く
だ
ら
な
い
争
い
う
っ
か
り
歳
忘
れ　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

〃　
　

う
っ
か
り
と
す
べ
っ
た
口
に
矢
が
刺
さ
り　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

人
位　

う
っ
か
り
の
夢
で
よ
か
っ
た
こ
の
一
句　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

地
位　

う
っ
か
り
の
お
笑
い
で
済
む
お
人
柄　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

天
位　

う
っ
か
り
も
処
世
の
術す
べ

に
し
て
生
き
る　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

　

軸　

う
っ
か
り
と
押
し
た
実
印
し
ゃ
べ
り
出
す　
　
　
　
　
　
　
　

草
路

次
回
「
愛
」
九
月
末
ま
で
。
は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二

高
橋
白
兔
宛　

尚
、
十
月
課
題
「
約
束
」
は
、
既
に
配
布
し
た
「
町
報
川
柳

大
会
要
項
（
十
月
二
十
九
日
開
催
）」に
準
じ
て
実
施
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
連
絡
先　

事
務
局　

高
橋
白
兔
（
☎
八
五―

五
一
六
五
迄
）

�
町
報
川
柳
�　 

　

う
�
か
り　
　
　

梅
沢　

草
路　

選

お姉ちゃんになって

Ｋ子「赤ちゃんっていいなー」
保育士「なんで？」
Ｋ子「だって、ちょっと泣くと、すぐ
　　みんなが来てくれるんだもの･･･」

　

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

副
代
表
理
事
で
、
神
奈
川
・
川
崎

幸
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
杉
山
孝
博

さ
ん
の
「
上
手
な
介
護
の
12
カ
条
」

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

第
７
条「
仲
間
を
見
つ
け
て
、心
軽
く
」

�

大
変
�
亭
主
関
白
�
�
�
�
�
�

奥
�
�
�
行
�
介
護
�
文
句
�
言

�
�
�
�
言
�
�
口
答
�
�
�
�

�
手
�
持
�
�
竹
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
苦
労
�
多
�

人
�
�
�
�
�
�
�
�
最
期
�
�

自
宅
�
看
続
�
�
奥
�
�
�
�
看

取
�
�
後
�
先
生
�
�
�
話
�
�

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
先
生
�
看
護
師
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
途
中
�

何
回
死
�
�
�
思
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
励
�
�
�

�
�
�
�
�川
崎
市
�
行
�
�
�
�

�
老
人
�
�
�
�
�
�
通
�
�
�

�
�
�
奥
�
�
�
�
�
�
�
知
�

合
�
�
�
�
�
認
知
症
�
症
状
�

�
�
�
祖
母
�
�
年
間
介
護
�
�

99
歳
近
�
�
�
看
�
�
�
�
�
�

思
�
�
�
�
�
�
相
手
�
気
持
�

�
�
�
�
�
�
上
手
�
人
�
�
�

�
�
�
�
奥
�
�
�
極
限
状
況
�

中
�
�
�
�
�
�
援
助
�
�
�
�

�
心
強
�
思
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

同
�
�
老
人
�
�
�
�
�
家
族

�
話
�
合
�
�
席
�
��
介
護
�
始

�
�
�
�
�
数
年
間
外
出
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
先
日

�
�
�
�
誘
�
�
�
�
�
�
�
�

�
行
�
�
喫
茶
店
�
�
茶
�
飲
�

�
�
�
���
本
当
�
�
�
�
�
�

�
話
�
�
人
�
�
�
�
�
�
介
護

�
�
�
時
期
�
�
�
当
�
�
前
�

些�

細�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
実
現
�
�
�
�
大
�

�
喜
�
�
感
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
便
利
�
制
度
�
介
護
用
品
�

�
�
利
用
�
�
�
�
�
�
心
理
的

負
担
�
�
�
�
�
�
�
�
負
担
�

大
�
�
�
�
�
�
人
�
性
格
�
介

護
経
験
�
地
域
社
会
�
理
解
�
�

�
�
�
�
違
�
�
�
�
�
介
護
�

経
験
者
�
専
門
家
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
大
�
�
変
�
�
�
�
�

気
�
合
�
�
仲
間
�
見
�
�
相
談

�
�
�
�
�
�
�
介
護
�
楽
�
�

�
大
切
�
�
�
�
�
�
�
�

�
杉
山
先
生
執
筆
�
認
知
症
�
理

解
�
介
護
�
�
�
冊
�
�
�
円
�

販
売
�
�
�
�
�
問
�
合
�
�
�

地
域
包
括
支
援
�
�
�
�
�
�
�

こぐわ保育園

Ｔ夫「あっおならした。あっまた出た。
　　あっもう一回出た。おならの３連
　　発だ」
保育士「よく出たね。家でもするの？」
Ｔ夫「うん、するよ。フライドポテト
　　とかお肉食べたとき。プププププ
　　ーって出るよ」
Ｏ子「“プー”わたしも出た“プー”また
　　出た」
Ｔ夫「おならの大合唱だ！」

おならの大合唱
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催　し

�
�
�
�
農
園
大
縄
飛
�
大
会

▼
い
つ　

９
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

土
里
夢
館
駐
車
場

▼
内
容　

７
人
で
１
チ
ー
ム
を
つ

く
り
、
２
人
で
大
縄
を
回
し
、
回

数
を
競
う
競
技
で
す
。
２
回
ま
で

挑
戦
で
き
ま
す
。

▼
チ
ー
ム
編
成　

男
女
は
問
わ
ず
、

子
ど
も
が
入
っ
て
も
可
能
で
す
。

▼
参
加
費　

無
料

▼
賞　

入
賞
チ
ー
ム
に
賞
品
が
あ

り
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

ど
り
い
む
農
園
直

売
所
ま
で
電
話
な
ど
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
代
表
者
の
か
た
の
氏
名

を
お
聞
き
し
ま
す
。

▼
締
め
切
り　

９
月
20
日
（
木
）

※
大
会
終
了
後
、
参
加
チ
ー
ム
に

よ
る
懇
親
会（
焼
き
肉
パ
ー
テ
ィ
）

を
行
い
ま
す
の
で
、
会
費
を
一
部

ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
（
雨
天
の

と
き
は
中
止
と
な
り
ま
す
）。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

ど
り
い

む
農
園
直
売
所
（
☎
85

－

２
９
２

２
）

平
成
19
年
度
新
荒
砥
橋
建
設
促
進

期
成
同
盟
会
総
会

　

平
成
16
年
１
月
に
設
立
総
会
を

開
催
し
、
こ
れ
ま
で
関
係
機
関
に

要
望
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今

年
度
、
県
は
荒
砥
橋
の
現
況
調
査

に
入
る
こ
と
に
な
り
、
一
歩
前
進

し
ま
し
た
。
一
般
の
皆
さ
ま
も
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
全
町
民
の

熱
意
で
新
荒
砥
橋
の
建
設
を
促
進

し
ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

９
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま

白
鷹
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
北
側
広

場
（
雨
天
の
場
合
は
、
パ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
）

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

第
�
回
西
置
賜
防
災
�
�
�
�

▼
い
つ　

９
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

西
置
賜
防
災
セ
ン
タ

ー
（
長
井
市
）

▼
内
容

①
ミ
ニ
消
防
車
に
乗
っ
て
み
よ
う

②
救
助
訓
練
を
見
よ
う

③
地
震
体
験
車
に
乗
っ
て
み
よ
う

④
高
さ
15
ｍ
か
ら
脱
出

⑤
救
命
法
を
学
ぼ
う

⑥
消
火
器
の
訓
練
を
し
て
み
よ
う

※
そ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
・
学
習
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
幼
年
消
防
隊
演
技
や
消
防
団

音
楽
隊
ラ
イ
ブ
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

※
当
日
雨
天
の
場
合
は
、
テ
レ
フ

ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
☎
84

－

０
１
１

９
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
防
災
セ

ン
タ
ー
（
☎
88

－

１
８
３
９
）

�
�
�
�
森
�
感
謝
祭

▼
い
つ　

９
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

▼
ど
こ
で　

ま
ぼ
ろ
ば
古
の
里
歴

史
公
園
（
高
畠
町
）

▼
内
容

①
式
典
・
記
念
植
樹（
午
前
10
時
）

②
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
演
奏
、
木
工
ク

　

ラ
フ
ト
体
験
、
み
ど
り
の
プ
レ

　

ゼ
ン
ト
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

お
き
た
ま
森
の

感
謝
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎

０
２
３
８

－

35

－

９
０
５
３
）

山
形
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

▼
い
つ　

10
月
６
日
（
土
）
〜
７

日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

ア
ク
テ
ィ
米
沢

▼
内
容

●
６
日
（
資
料
代
が
必
要
で
す
）

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー　

　

（
午
前
11
時
〜
）

○
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　

（
午
後
１
時
〜
）

・
ダ
リ
ア
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

●
７
日
（
入
場
無
料
）

○
先
着
２
０
０
人
に
花
壇
苗
プ
レ

　

ゼ
ン
ト
（
午
前
９
時
30
分
〜
）

○
親
子
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室

　

（
午
前
10
時
〜
）

＊
花
材
代
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

○
フ
ラ
ワ
ー
サ
プ
ラ
イ
ズ（
デ
モ
）

▼
展
示

○
ダ
リ
ア
生
花
に
よ
る
カ
タ
ロ
グ

○
お
き
た
ま
の
花
を
使
っ
た
フ
ュ

　

ー
ネ
ラ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど

▼
同
時
開
催

○
お
き
た
ま
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー

○
お
き
た
ま
産
直
交
流
市

※
６
日
の
入
場
及
び
７
日
の
親
子

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室
は
事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

白
鷹
学
講
座
�
�
�
�

地
方
自
治
法
施
行
60
周
年
記
念
事
業

童
門
冬
二
講
演
会

　

こ
れ
ま
で
も
た
び
た
び
来
町
さ

れ
、
作
品
の
中
で
白
鷹
を
紹
介
し

た
り
、
自
身
が
植
え
た
桜
に
「
童

門
桜
」
の
名
が
付
け
ら
れ
る
な
ど
、

本
町
と
つ
な
が
り
の
深
い
童
門
冬

二
さ
ん
。
歴
史
は
過
去
の
出
来
事

と
い
う
だ
け
で
な
く
、
現
代
に
通

じ
る
実
学
と
し
て
ど
う
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
か
を
お
話
い
た
だ
け

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

10
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

　
　
　

（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ
「
歴
史
に
学
ぶ
ま
ち
づ

く
り
」

▼
定
員　

２
０
０
人

＊
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券

　

が
必
要
で
す
。

▼
入
場
整
理
券
取
り
扱
い　

教
育

委
員
会
、
中
央
公
民
館
、
各
地
区

公
民
館
、
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
主
催　

白
鷹
町
、
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）
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募　集

ル
の
総
打
数
を
競
い
ま
す
。

▼
締
め
切
り　

９
月
23
日
（
日
）

▼
主
催　

白
鷹
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
／
木

村（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

５
９
１
８
）

荒
砥
高
校
開
放
講
座
参
加
者
募
集

▼
い
つ　

11
月
９
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

▼
ど
こ
で　

荒
砥
高
校
会
議
室

（
２
階
）

▼
テ
ー
マ　

荒
砥
鉄
橋
研
究
所
だ

よ
り

▼
内
容　

荒
砥
鉄
橋
に
関
す
る
、

現
在
ま
で
の
調
査
結
果
に
つ
い
て

①
荒
砥
鉄
橋
の
架
設
の
経
緯

②
祝
荒
砥
鉄
橋

③
そ
の
他

▼
対
象　

ど
な
た
で
も
30
人

▼
締
め
切
り　

11
月
２
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会　

生
涯
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
推

進
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

住
宅
内
装
講
習
会
�
受
講
者
募
集

▼
講
習
期
間　

10
月
22
日
（
月
）

〜
31
日
（
水
）
８
日
間

▼
会
場　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▼
講
習
内
容　

壁
紙
・
ふ
す
ま
、

障
子
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
タ
イ
ル
の
張

り
替
え
方
法
な
ど

▼
募
集
人
数　

20
人
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

▼
応
募
資
格　

57
歳
〜
65
歳
の
か
た

▼
申
込
方
法　

官
製
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
書
い
て
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　

９
月
28
日
（
金
）

■
あ
て
先
・
問
い
合
わ
せ　

長
井

・
西
置
賜
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
〒
９
９
３

－

０
０
０
３

長
井
市
東
町
２

－

12
・
☎
84

－

４

５
３
５
）

�
母
�
�
交
流
会
参
加
者
募
集

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
た
ち
の

交
流
会
で
す
。
日
常
か
ら
離
れ
、

各
地
か
ら
参
加
し
た
お
母
さ
ん
た

ち
と
意
見
交
換
し
、
親
子
一
緒
に

一
日
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

10
月
14
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

リ
ナ
ワ
ー
ル
ド

▼
対
象　

母
子
世
帯
１
２
０
世
帯

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
費
用
（
入
場
・
遊
具
利
用
）

・
小
学
生
以
下　

５
０
０
円

・
お
母
さ
ん　

１
０
０
０
円

＊
中
学
生
以
上
の
参
加
は
、
１
５

　

０
０
円
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
事
務
局

（
☎
０
２
３

－

６
３
３

－

０
９
６
２
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
お
き
た
ま

フ
ラ
ワ
ー
エ
キ
ス
ポ
事
務
局
（
☎

０
２
３
８

－

26

－

６
０
５
１
）

�
�
�
�
�
�
山
形

�
月
�
�
�
�
�
�
�
日
程

▼
対
戦
・
日
時

○
ザ
ス
パ
草
津　

　

９
月
15
日
（
土
）
午
後
７
時
〜

○
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス　

　

９
月
23
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

○
ア
ビ
ス
パ
福
岡　

　

９
月
29
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

▼
会
場　

Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
ス
タ
ジ
ア

ム
山
形
（
天
童
市
）

※
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
は
小
中
高
生
は
無
料
で
す

（
小
中
高
生
受
付
で
整
理
券
発
行
）。

※
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
山
形
駅
よ
り
、

試
合
開
始
１
時
間
前
発
、
天
童
駅

よ
り
１
時
間
30
分
前
、
１
時
間
前

発
で
す
。

■
詳
し
く
は
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
ontedio.or.jp

社
団
法
人
日
本
�
�
�
�
協
会

第
15
回
東
北
�
�
�
�
大
会

　

障
が
い
を
持
つ
す
べ
て
の
人
た

ち
の
社
会
参
加
を
拓
く
こ
と
を
願

っ
て
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
14
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
昼
12
時
30
分

▼
ど
こ
で　

山
形
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ
「
勇
気
を
も
っ
て
、
社

会
参
加
を
」

▼
内
容

①
講
演
「
て
ん
か
ん
と
つ
き
合
う
」

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
医
療
、
数
育

　

そ
し
て
社
会
へ
」

▼
参
加
者　

障
が
い
を
持
つ
か
た

と
家
族
、
一
般
、
学
校
・
病
院
・

福
祉
施
設
・
保
育
園
等
の
関
係
者

＊
事
前
申
込
は
不
要
。
当
日
会
場

　

へ
直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
会
員

無
料
）

■
問
い
合
わ
せ　

社
団
法
人
日
本

て
ん
か
ん
協
会
山
形
県
支
部
／
工

藤
（
自
宅
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

４
２

８
８
、
携
帯
電
話
０
９
０

－

５
２

３
８

－
４
９
４
４
）

�
�
�
�
�
�
病
東
北
�
�
�
�

交
流
大
会

▼
い
つ　

10
月
27
日
（
土
）
〜
28

日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
山

形
（
山
形
市
）

▼
会
費

・
宿
泊　

１
２
０
０
０
円

・
日
帰
り　

６
０
０
０
円

▼
日
程

【
27
日
】

○
お
茶
会
（
午
後
１
時
〜
３
時
）

○
交
流
懇
談
会
（
午
後
５
時
30
分

〜
８
時
30
分
）

【
28
日
】

○
闘
病
、
体
験
講
話
（
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
）

・
夫
を
介
護
す
る
妻
の
お
話
／
日

野
コ
ト
ミ
さ
ん

・
発
病
以
来
31
年
わ
た
し
は
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
に
負
け
な
か
っ
た
／
大

井
健
さ
ん

○
血
液
採
取
の
必
要
性
／
山
形
医

学
部
教
授
加
藤
丈
夫
さ
ん

▼
締
め
切
り　

９
月
20
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
友
の
会
山
形
県
支
部
／
大
竹

（
☎
０
２
３
８

－

47

－

７
３
５
０
）

町
民
�
�
�
�
�
�
�
�
�
大
会

参
加
者
募
集

▼
い
つ　

９
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　

昼
12
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
芝
生

・
野
球
場

▼
参
加
資
格　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
愛
好
者

▼
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
）

▼
参
加
費　

５
０
０
円（
当
日
持
参
）

▼
競
技
方
法　

個
人
戦
で
24
ホ
ー
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おしらせ

の
位
置
（
町
営
バ
ス
「
荒
砥
大
瀬

線
」
荒
砥
駅
前
バ
ス
停
隣
）
に
移

設
し
ま
し
た
。
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
交
バ
ス
株
式

会
社
荒
砥
車
庫
（
☎
85

－

２
４
２

０
）
ま
た
は
総
務
政
策
課
政
策
企

画
係
（
☎
85

－

６
１
２
３
）

２
研
修
室

※
申
込
方
法
な
ど
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
労
災
年
金

相
談
所
（
☎
０
２
３

－

６
２
４

－

５
３
８
４
）

置
賜
保
健
所
�
�
�
�
知
�
�

　

犬
や
猫
の
飼
い
主
は
次
の
こ
と

を
行
い
ま
し
よ
う
。

①
飼
い
犬
、
飼
い
猫
が
行
方
不
明

　

に
な
っ
た
と
き
は
、
保
健
所
ま

　

で
連
絡
す
る
。

②
行
方
不
明
に
な
っ
て
も
飼
い
主

　

が
わ
か
る
よ
う
に
、
犬
は
登
録

　

票
ま
た
は
注
射
済
票
、
猫
は
飼

　

い
主
の
明
記
し
た
も
の
を
身
に

　

つ
け
さ
せ
る
。

③
飼
い
犬
に
あ
っ
た
首
輪
・
鎖
を

　

し
、
日
常
点
検
も
怠
ら
な
い
よ

　

う
に
す
る
。

④
飼
い
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、

　

必
ず
引
き
綱
を
使
用
し
、
ふ
ん

　

は
持
ち
帰
る
。

⑤
飼
い
犬
が
人
に
咬
み
つ
い
た
と

　

き
は
、
必
ず
保
健
所
に
連
絡
し

　

す
る
。

⑥
鳴
き
声
や
ふ
ん
な
ど
、
周
辺
に

　

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所

生
活
衛
生
課
乳
肉
衛
生
管
理
担
当

（
☎
０
２
３
８

－

22

－

３
７
５
０
）

�
�
�
�
�
�
�
�

点
検
�
�
願
�

　

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
社
の
給
湯
機
部
品
の

一
部
不
具
合
に
よ
り
、
油
漏
れ
が

発
生
し
、
火
災
に
つ
な
が
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
既
に
昨
年
よ
り

社
告
を
行
い
、
無
料
点
検
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
対
象
製

品
を
お
使
い
の
場
合
は
、
ご
一
報

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▼
対
象
製
品　

１
９
９
５
年
８
月

〜
１
９
９
９
年
６
月
製
造
の
石
油

直
圧
式
給
湯
機

▼
見
分
け
方

　

次
の
こ
と
を
順
に
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。

(1)
ま
ず
メ
ー
カ
ー
名
・
機
種
名

器
具
の
本
体
全
面
に
「
Ｈ
ｉ

－

Ａ

Ｃ
Ｔ
Ｙ
」
と
記
さ
れ
た
シ
ー
ル
が

貼
ら
れ
て
い
る
も
の

(2)
次
に
形
式
名
・
製
造
年
月

①
形
式
名

・
Ｒ
Ｐ
Ｅ
32
Ｋ
○
○

・
Ｒ
Ｐ
Ｈ
32
Ｋ
○
○

・
Ｒ
Ｐ
Ｅ
40
Ｋ
○
○

・
Ｒ
Ｐ
Ｈ
40
Ｋ
○
○

・
Ｒ
Ｐ
Ｅ
41
Ｋ
○
○

・
Ｒ
Ｐ
Ｈ
41
Ｋ
○
○

②
製
造
年
月

例
「
製
造
番
号　

97

・09-0001

」

＊
製
造
番
号
の
頭
４
け
た
が
製
造

至寒河江市

至長井市

至十王
町道荒砥駅本宿線

新橋「八乙女橋」

バス停移設地点

至荒砥駅

新
設
道
路

国
道
２
８
７
号

仮設道路

　

年
月
を
表
し
ま
す
の
で
、
１
９

　

９
７
年
９
月
製
造
と
い
う
こ
と

　

に
な
り
ま
す
。

■
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ　

給
湯

機
点
検
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

１
２
０

－

４
４
４

－

３
０
９
）

・
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
30
分
（
土
日
祝
日
除
く
）

10
月
�
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間

�
�

　

「
無
償
の
愛
」
と
い
う
命
の
贈

り
物
を
考
え
る
か
た
。
そ
の
か
た

の
大
切
な
愛
を
橋
渡
し
す
る
の
が

当
財
団
の
役
目
で
す
。
家
族
で
大

切
な
命
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
は

「
臓
器
を
提
供
し
た
い
」「
臓
器
を

提
供
し
た
く
な
い
」
と
い
う
両
方

の
意
思
を
表
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
腎
等
臓

器
移
植
推
進
機
構
（
☎
０
２
３

－

６
２
５

－

１
０
６
９
）

山
形
県
立
保
健
医
療
大
学
�
学
生

実
習
�
行
�
�
�
�

　

こ
の
実
習
は
、
保
健
師
や
看
護

師
を
目
指
す
学
生
が
、
地
域
で
生

活
す
る
人
び
と
の
健
康
状
況
を
学

び
、
地
域
看
護
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
す
。

▼
実
習
者　

大
学
看
護
学
科
３
年
生

▼
実
習
期
間　

10
月
15
日
（
月
）

〜
19
日
（
金
）

▼
実
習
地
域　

鮎
貝
新
町
、
黒
鴫
、

荒
砥
新
町
、
仲
町
、
上
野
、
八
卦
、

杉
沢

※
実
習
期
間
中
、
学
生
が
白
鷹
町

内
を
歩
い
た
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
健

康
推
進
係
（
☎
86

－

０
２
１
０
）

国
道
�
�
�
号
立
体
交
差
工
事

�
伴
�
�
�
停
留
所
�
移
設

　

国
道
２
８
７
号
と
町
道
荒
砥
駅

本
宿
線
の
立
体
交
差
工
事
に
伴
い
、

山
交
バ
ス
㈱
の
運
行
す
る
路
線
バ

ス
「
長
井
・
荒
砥
線
」
の
荒
砥
駅

前
バ
ス
停
を
、
８
月
29
日
よ
り
図

労
災
年
金
受
給
者
巡
回
相
談
会

　

現
在
、
受
給
し
て
い
る
労
災
年

金
の
こ
と
、
日
常
生
活
で
の
悩
み

や
心
配
事
、
法
律
上
の
問
題
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
機
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
個
人
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
安
心
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

９
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
第
１
・

●
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動�

国
土
交
通
省
�
�
�
自
動
車
�
日
常
点
検
整
備
�
定
期
点
検
整
備
等
�
�
�
�
自
動
車
�
安
全
確
保
�
環
境
�
保
全
�
進
�
�
�
�
�
自
動
車
点
検
整

備
推
進
運
動
�
全
国
的
�
展
開
�
�
�
�
�
強
化
月
間�

�
月
�
日
�
土
�
�
10
月
31
日
�
水
�
�
問
�
合
�
��

東
北
運
輸
局
山
形
運
輸
支
局
�
☎
�
�
�

�

�
�
�

�

�
�
�
�
�

▲モンテディオ山形ロゴ
入りの山形県オリジナル
臓器移植意思表示カード
ができました
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（平成 19 年９月現在）

月 火 水 木 金

内科

診　療
常　勤 高橋院長 柴田副院長 高橋院長

非常勤
山大医師
 （田村）

山大医師
 （野崎）

検　査
常　勤 柴田副院長 柴田副院長 柴田副院長

非常勤
山大医師
（牧野）

外科
常　勤 武田医師 藤島副院長 藤島副院長 藤島副院長

非常勤
山大医師
（大泉）

整形
外科

非常勤
山大医師
（鶴田）

山大医師
（山川）

婦人科 非常勤
山大医師

（五十嵐）
山大医師
（太田）

第３週のみ
山大医師
（逸見）

皮膚科 非常勤
午後のみ
山大医師
（川口）

午後のみ
山大医師
（川口）

平成19年度町立病院の診療体制のお知らせ

　今年度から皮膚科の診療が週１回から、週２回の診療体制に変わりました。
　なお、白鷹町立病院の診療体制一覧は、下記のとおりです。

▼人間ドック（予約）…１日コースと２日コースがあります。（月～木）

▼ドック精検外来（予約）…毎週水曜日午後３時または３時半から

▼レディース検診（予約）

　・Ａコース：骨密度測定、乳がん検診（マンモグラフィー）…月～金の午後２時から

　・Ｂコース：子宮がん検診、卵巣腫
しゅよう

瘍検診…火曜日または木曜日の午前中のみ

▼禁煙外来（予約）…毎週木曜日午後５時から

▼訪問診察（予約）…【内科】火曜日と金曜日の午後、【外科】木曜日と金曜日の午後

▼救急外来…24時間・365日対応しています。

■問い合わせ　白鷹町立病院（☎85－2155）

白
鷹
町
で

�
地
上
�
�
�
�
放
送
�
が

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
！

　

10
月
１
日
（
月
）
か
ら
、
白
鷹
町
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
始

ま
り
ま
す
。

　

西
白
鷹
局
（
白
鷹
長
井
）
か
ら
の
電
波
に
よ
り
、
県
内
の
テ
レ

ビ
放
送
事
業
者
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｙ
Ｂ
Ｃ
、
Ｙ
Ｔ
Ｓ
、
Ｔ
Ｕ
Ｙ
、
Ｓ
Ａ

Ｙ
）
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

い
つ
で
も
取
り
出
せ
る
便
利
な
情
報

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
高
画
質
な
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
や
Ｃ

Ｄ
並
み
の
高
音
質
、
そ
し
て
気
象
情
報
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
必
要

な
情
報
が
い
つ
で
も
取
り
出
せ
る
デ
ー
タ
放
送
な
ど
、
多
様
な
機

能
を
備
え
て
い
ま
す
。

受
信
方
法
な
ど

　

受
信
設
備
を
整
え
た
が
受
信
で
き
な
い
場
合
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山

形
放
送
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
公
開
】

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始
を
前
に
、「
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
受
信
公
開
」
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

●
い　

つ　

９
月
22
日（
土
）〜
24
日（
月
）の
３
日
間

　

●
ど
こ
で　

パ
レ
ス
松
風

　
　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
形
放
送
局
・
企
画
総
務
（
広
報
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
０
２
３

－

６
２
５

－

９
５
１
１
）
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

広　野 新野 博　幸 由
ゆ

　衣
い

奈々子

横田尻 古名 順　二 梓
し

　穂
ほ

陽　子

横田尻 丸川 英　宏 悠
ゆう

　真
ま

久　子

荒砥乙 竹田 美智雄 紗
さ や か

也花美　貴

荒砥甲 山口 陽一郎 広
こう

　起
き

真紀子

箕和田 大滝 博　之 颯
はや

　斗
と

美智子

山　口 宮澤 昭　博 昭
あき

　仁
と

静　枝

十　王 小松 国　洋 海
かい

　来
ら

真理子

畔　藤 本間 直　記 心
ここ

　菜
な

綾　子

山　口 植木 誠 壱
いっ

　心
しん

千　絵

荒砥乙 菅原 保　文 多
た

　葵
き

美　樹

横田尻 丸川 大　介 千
ち

　夏
なつ

美　紀

横田尻 荘子 高　志 桜
おう

　雅
が

千　晶

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（工　　　拓　郎　　荒砥乙
高　橋　かおり　　浅　立

（大津加　　聡　　　川西町
佐　藤　友　美　　荒砥乙

（安　部　智　勝　　下　山
瀬　戸　千　春　　宮城県

（須　貝　紀　明　　横田尻
舟　山　香緒里　　飯豊町

（樋　口　保　広　　長井市
鈴　木　晴　美　　荒砥乙

 住所　　  氏　　名  　年齢
畔　藤　衣　袋　シ　ヅ　68
荒砥甲　金　田　　睦　　79
畔　藤　中　嶋　よ　ね　88
畔　藤　　　間　正　雄　79
横田尻　新　野　い　ち　99
下　山　渡　部　ま　ん　96
荒砥甲　菊　地　正　子　60
浅　立　新　野　　　　　50
荒砥甲　沖　　　乙　吉　82

●8月1日 ▼8月31日

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　

東
京
で
開
か
れ
た
講
演
会
で
、
経

済
人
の
講
師
が
語
る
に
は
「
今
、
工

業
を
立
地
す
る
際
最
も
考
え
る
の
は
、

立
地
す
る
地
域
に
人
材
（
人
財
）
が

あ
る
か
だ
。『
人
材
立
地
』
が
最
大
の

ポ
イ
ン
ト
。
ま
た
、
民
間
経
営
者
の

多
く
は
新
規
学
卒
者
を
採
用
す
る
場

合
、
そ
の
時
点
で
の
専
門
性
よ
り
、

よ
り
豊
か
な
感
性
を
持
つ
人
材
を
重

視
す
る
」
と
い
う
。

　

そ
し
て
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
は
人

づ
く
り
で
あ
り
、
人
材
の
育
成
・
集

積
、
人
材
の
交
流
は
、
地
域
経
営
の

基
本
と
も
な
る
。

　

日
本
列
島
は
、
今
夏
例
を
見
な
い

猛
暑
で
あ
っ
た
が
、
も
う
一
雨
ご
と

に
秋
の
気
配
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
な
か
、
白
鷹
町
の
児
童
生
徒
。

交
通
安
全
の
た
め
国
道
で
立
哨
中
、

小
学
生
が
き
ち
ん
と
隊
列
の
形
で
歩

き
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
元

気
な
あ
い
さ
つ
を
し
な
が
ら
学
校
に

向
か
う
。
ま
た
、
朝
の
出
勤
途
中
、

荒
砥
駅
か
ら
荒
砥
高
校
に
向
か
う
生

徒
に
よ
く
出
会
う
。
い
つ
も
彼
ら
の

姿
を
見
な
が
ら
、
ふ
と
半
世
紀
前
の

自
分
自
身
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い

る
。「
僕
ら
の
と
き
と
大
し
た
変
わ
り

は
な
い
な
。
白
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
と
黒

い
ズ
ボ
ン
。
違
う
の
は
、
当
時
は
帽

子
を
か
ぶ
り
、
デ
カ
ン
シ
ョ
を
履
い

て
い
た
」。今
の
高
校
生
は
軽
や
か
で

あ
る
。
反
対
側
の
歩
道
を
黙
々
と
歩

い
て
い
る
。
青
春
の
今
、
彼
ら
は
な

に
を
胸
に
秘
め
、
な
に
を
思
い
な
が

ら
学
校
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
。
未

来
の
白
鷹
町
を
、
山
形
県
を
、
日
本

を
背
負
う
こ
と
と
な
る
幼
児
を
含
め

た
若
き
人
材
。
豊
か
な
感
性
と
た
く

ま
し
い
社
会
性
を
身
に
付
け
、
お
の

お
の
の
個
性
に
合
っ
た
生
き
方
を
し

て
、
社
会
の
中
で
成
長
し
て
ほ
し
い

と
心
か
ら
思
う
。

　
「
感
性
」と
は
な
ん
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る

最
も
基
礎
的
な
資
質
で
あ
り
、
豊
か

な
人
間
性
の
基
盤
と
な
る
も
の
だ
。

自
然
や
人
間
の
生
命
感
や
お
の
お
の

の
存
在
の
尊
さ
、
優
し
さ
、
美
し
さ

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
価
値
あ
る
も
の

を
「
心
に
感
じ
て
思
う
力（
感
受
性
）」

と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
心
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
し
て
、
自
立
し
て

生
き
る
力
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
が
内
に
向
か
う
と
心
の
豊

か
さ
や
愛
な
ど
「
人
間
性
の
深
ま
り
」

と
な
り
、
外
に
向
か
う
と
「
創
造
エ

ネ
ル
ギ
ー（
や
る
気
・
探
求
心
）」
と

し
て
創
造
的
・
建
設
的
に
働
く
と
い

わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
感
性
は
た
だ
黙
っ
て
い

て
育
つ
も
の
で
は
な
い
。
家
庭
で
、

子
ど
も
同
士
で
、
学
校
で
、
人
生
の

先
輩
と
後
輩
の
間
で
、
そ
し
て
地
域

の
中
で
、
多
彩
な
人
間
関
係
で
の
交

流
や
多
様
な
体
験
活
動
を
通
し
て
、

実
感
と
し
て
培
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
文
化
や
交
流
活
動
の
な

か
で
異
な
る
個
性
に
出
会
う
こ
と
は
、

社
会
へ
の
適
応
、
前
進
す
る
力
、
自

省
す
る
力
な
ど
、
豊
か
な
感
性
を
育

て
創
造
力
を
育
む
。

　
「
感
性
」の
育
成
は
、
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
感
性
が
豊
か
で
あ
れ
ば
こ

そ
個
性
は
花
開
く
。
そ
し
て
、
感
性

を
育
む
と
は
、
結
局
〝
よ
り
良
く
生

き
よ
う
と
す
る
「
や
る
気
」〞を
醸
成

す
る
こ
と
と
も
い
え
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
家
庭
や
地
域
社
会
、
自
然
環

境
を
含
め
た
よ
り
高
い
「
教
育
・
交

流
風
土
」
や
歴
史
的
に
積
み
上
げ
ら

れ
た
「
人
間
形
成
の
文
化
環
境
」
が

重
要
で
あ
り
、
ソ
フ
ト
面
、
ハ
ー
ド

面
の
総
合
的
な
環
境
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
成
果
と

し
て
、
よ
り
魅
力
的
な
地
域
へ
と
進

化
し
よ
う
。
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